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平
成
１５
年
度
通
常
総
会

新
会
長
に
平
山
善
吉
氏
を
選
任

平
成
１５
年
度
通
常
総
会
が
５
月
１７
日

午
後
２
時
か
ら
、
東
京
都
千
代
田
区
の

東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
で
開
か

れ
た
。
総
会
に
は
、
会
員
１
８
１
人
が

出
席
し
、
①
平
成
１４
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
収
支
決
算

・
財
産
目
録
の
承
認
②

平
成
１５
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予

算
の
承
認
③
平
成
１５

ｏ
ｌ６
年
度
役
員
及

び
評
議
員
改
選
④
平
成
１５
年
度
除
籍
予

定
者
―
の
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

会
長
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
質
疑

・
意

見
が
相
次
い
だ
。
（事
業
報
告
等
の
詳

細
内
容
は
別
掲
）

■
会
長
あ
い
さ
つ

嬉
し
か
っ
た
英
文
誌
の
発
行

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
任
期
を
終
え

る
大
塚
博
美
会
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。

「三
つ
の
こ
と
を
掲
げ
て
き
た
。

２５
支

部
を
全
部
訪
問
す
る
こ
と
、
１
０
０
周

年
記
念
事
業
の
上
台
づ
く
り
を
行
う
こ

と
、
そ
し
て
登
山
活
動
の
活
性
化
で
あ

る
。
す
べ
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。
ま
た
、
長
期
改
善
計
画
を
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
て
策
定
し
た
。

さ
ら
に
、
英
文
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
さ
れ

た
。
『極
東

の
登
山
活
動
が
よ
く
分
か

っ
た
』
と
欧
米
か
ら
反
応
が
あ
り
、
嬉

し
か

っ
た
。
皆
さ
ん
の
ご
指
導

・
ご
支

援
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
」

■
事
業
報
告

・
収
支
決
算

会
員
数
が
戦
後
は
じ
め
て
減
少

こ
の
日
の
総
会
に
は
２
２
８
１
の
委

任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
現
在
在
籍
者
は

５
９
３
５
人
で
あ
り
、
出
席
者
を
合
わ

せ
る
と
、
会
員
の
３
分
の
１
を
上
回

っ

て
総
会
は
成
立
し
た
。
議
事
録
の
署
名

人
に
は
贄
田
統
亜
、
永
田
弘
太
郎
の
両

会
員
が
選
任
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
＞

事
業
報
告

ｏ
計
画
は
西
村
政
晃
総
務
　
ｍ

担
当
常
務
理
事
、
収
支
決
算

ｏ
予
算
お

よ
び
財
産
目
録
は
村
井
龍

一
副
会
長
財

務
担
当
が
説
明
し
た
。

〔事
業
報
告
〕
国
際
山
岳
年

へ
の
参
加

を
底
流
に
事
業
活
動
を
行

っ
て
き
た
。

６
月
２
日
の
第
５６
回
ウ

エ
ス
ト
ン
祭
、

９
月
２１
～
２２
日
に
広
島
で
行

っ
た
全
国

支
部
懇
談
会
、

１２
月
７
日
の
年
次
晩
餐

会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
盛
況
だ

っ
た
。

海
外
登
山
で
は
、
日
印
合
同
の
東
カ
ラ

コ
ル
ム
踏
査

ｏ
パ
ド

マ
ナ
ブ
登
山
、
日

中
友
好
チ

ョ
ー

・
オ

ユ
ー
女
子
合
同
登

山
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
ま

た
、
長
期
改
善
計
画
を
策
定
し
た
。
ス

181人が出席し、満員となった会場

魏

|:囃::貌
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パ
イ
ラ
ル

・
ア
ッ
プ
し
て
日
本
山
岳
会

を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

〔収
支
決
算
等
〕
収
支
決
算
は
、
収
入

が
８
７
７
７
万
円
と
な
り
、
予
算
を
３

３
５
万
円
上
回

っ
た
。
会
費

・
入
会
金

は
７
１
７
４
万
円
で
収
入
全
体
の
８ｌ

ｏ

７
％
を
占
め
た
。
し
か
し
、
新
入
会
員

１
９
２
人
に
対
し
退
会
者

・
物
故
者

・

除
籍
者
が
２
３
６
人
に
の
ぼ
り
、
こ
の

１
年
間
で
４４
人
の
純
減
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
会
員
数
が
減

っ
た
の
は
戦
後
初

め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

支
出
は
９
４
０
０
万
円
で
、
予
算
を

５
４
１
万
円
上
回

っ
た
。
「山
岳
」
製

作
の
経
費
増
や

「新
日
本
山
岳
誌
」
の

編
纂
、
パ
ソ
コ
ン
費
用
な
ど
で
支
出
が

増
え
た
。
次
期
繰
越
収
支
差
額
は
１
２

１
３
万
円
、
期
末
正
味
財
産
合
計
額
は

４
億
１
８
２
６
万
円
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
古
市
進
監
事
か
ら
収

支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で
あ
り
、

さ
ら
に
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
村
井
副
会
長
は
、
３
月
に

文
部
科
学
省
の
実
地
検
査
が
あ

っ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。
業
務
運
営
、
事
業
内

容
、
会
計
処
理
、
予
算
決
算
の
４
項
目

に
つ
い
て
検
査
が
あ
り
、
す
べ
て
の
項

目
で
最
高
級

「Ａ
」
の
評
価
を
得
た
。

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

■
１５
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

全
国
支
部
懇
談
会
は
青
森
で

〔事
業
計
画
〕
１
０
０
周
年
に
向
け
て

の
活
動
と
長
期
改
善
計
画
の
実
施
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
８
月
１５
～
２０
日
に
は

事
業
委
員
会
が

「親
子
で
登
る
北
ア
ル

プ
ス
」
を
実
施
す
る
。
９
月
１０
～
１８
日

に
は
ヨ
セ
ミ
テ
紅
葉
の
山
旅
ト
レ
ツ
キ

ン
グ
を
企
画
、

１３
～
１４
日
に
は
全
国
支

部
懇
談
会
を
青
森
支
部
の
主
管
で
開
催

す
る
予
定
。
年
次
晩
餐
会
は
１２
月
６
日

に
行
う
。
海
外
登
山
で
は
、
１
０
０
周

年
記
念
と
し
て
東
海
支
部
が
厳
冬
期
の

ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
に
挑
む
。
関
西
支
部
は

ツ
ウ
イ

・
カ
ン
リ
登
山
の
偵
察
隊
を
派

遣
す
る
。

〔収
支
予
算
〕

こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算

は
、
収
入
を
８
５
５
９
万
円
と
し
た
。

前
年
度
予
算
に
比
べ
１
１
７
万
円
の
増

加
。
新
入
会
員
は
２
０
０
人
、
退
会
者

は
２
４
０
人
と
見
込
ん
だ
。
会
員
数
は
、

２
年
連
続
の
減
少
と
な
る
。
支
出
は
前

年
度
予
算
と
ほ
ぼ
同
じ
８
８
５
８
万
円
。

通
常
管
理
費
は
極
力
抑
え
た
が
、
会
員

名
簿
の
作
成
、
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
１

０
０
年
史
の
編
集
な
ど
で
経
費
増
と
な

る
。
山
岳
研
究
所
の
運
営
費
を
修
理
費

増
な
ど
で
増
額
し
た
。
収
支
は
２
９
８

万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

こ
れ
ら
の
報
告
の
あ
と
、
自
然
保
護

委

「山
の
ト
イ
ン
マ
ナ
ー
」
の
内
容
、

か
つ
て
あ

っ
た
支
部
の
山
小
屋
、
国
際

山
岳
年
に
対
す
る
日
本
山
岳
会
の
姿
勢

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

っ
た
。

■
理
事

・
監
事
、
評
議
員
の
改
選

質
疑

・
意
見
相
次
ぐ

議
題
は
３
号
議
案

「役
員

ｏ
評
議
員

の
改
選
」
に
移

っ
た
。
大
塚
議
長
が
、

候
補
者
を
提
示
、
質
疑
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
発
言
を
求
め
る
声
が
あ
が
り
、
質

疑

・
意
見
が
相
次
い
だ
。

中
尾
正
武
会
員

（２
５
２
５
）
日
本
山

岳
会
を
ど
う
運
営
し
て
い
く
の
か
、
候

補
者
の
考
え
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
評

議
員
と
し
て
候
補
者
選
び
に
参
加
し
た

が
、
会
の
進
め
方
や
定
款
の
解
釈
に
終

始
し
、
会
長
候
補
の
ビ
ジ

ヨ
ン
を
聞
く

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
会
長
候
補
の

削
除
を
求
め
た
い
。

石
田
稔
郎
会
員

（６
０
６
５
）
関
連
し

て
。
候
補
者
選
任
の
い
き
さ
つ
を
開
示

し
て
ほ
し
い
。

村
丼
副
会
長
　
２
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
評
議
員
会
を
相
次
ぎ
開
き
、
会
長
、

副
会
長
を
経
験
さ
れ
た
か
た
な
ど
か
ら

意
見
を
聞
い
た
が
、
な
か
な
か
決
ま
ら

な
か
っ
た
。
最
後
は
平
山
、
平
林
の
両

氏
に
し
ぼ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
な
お
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
投
票
だ
け

は
避
け
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
４
月

１９
日
の
臨
時
評
議
員
会
で
投
票
と
な
り
、

無
記
名
採
決
の
結
果
、
平
山
氏
１３
、
平

林
氏
Ｈ
の
結
果
と
な

っ
た
。

江
本
嘉
伸
会
員

（８
６
３
７
）
新
し
い

会
長
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
そ
れ
を

会
報
に
載
せ
る
べ
き
だ
。
な
に
も
な
く

て
、
い
き
な
り
協
議
し
ろ
と
い
わ
れ
て

も
無
理
だ
。
も
っ
と
優
れ
た
決
め
方
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

阿
部
和
行
会
員

（４
４
９
８
）
先
を
み
　
＞

て
実
行
し
て
い
く
人
を
選
ぶ
べ
き
で
は
　
＜

な
い
か
。
１
０
０
周
年
事
業
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
づ
く
り
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
平

林
さ
ん
が
新
し
い
会
長
に
適
任
だ
と
思

う

。
富
原
魂
会
員

（５
１
２
５
）
平
山
さ
ん

は
、
昭
和
基
地
の
建
設
な
ど
、
南
極
で

仕
事
を
さ
れ
て
き
た
。
日
本
山
岳
会
で

は
、
評
議
員
と
し
て
も
活
発
に
活
動
さ

れ
、
多
く
の
人
の
信
任
を
得
て
お
ら
れ

る
。
１
９
９
５
年
に
は
日
大
隊
の
総
隊

長
と
し
て
、
エ
ヴ

エ
ン
ス
ト
東
北
稜
か

ら
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
建
築
学
会

の
副
会
長
を
つ
と
め
、
多
々
実
績
を
残

さ
れ
て
お
り
、
社
会
的
に
も
認
め
ら
れ
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て
い
る
。
適
任
で
あ
る
と
思
う
。

新
妻
徹
会
員

（５
８
６
８
）
２
年
前
の

総
会
を
思
い
出
す
。
以
降
、
平
山
さ
ん

は

「山
」
に
な
ん
ら
掲
載
し
て
い
な
い
。

評
議
員
会
の
推
薦
だ
か
ら
、
ひ
っ
く
り

返
す
考
え
は
な
い
が
、
私
は
平
林
さ
ん

が
会
長
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
。

山
田
二
郎
名
誉
会
員

（３
４
７
３
）

１
０
０
周
年
事
業
の
こ
と
を
心
配
さ
れ

て
い
る
が
、
平
林
さ
ん
が
副
会
長
と
し

て
担
当
し
、
平
山
会
長
が
推
進
し
て
い

く
。
考
え
て
み
れ
ば
、
名
人
事
で
は
な

い
か
。
２
人
以
外
の
人
を
候
補
者
に
し

た
か
っ
た
の
で
、
本
意
で
な
い
の
だ
が
、

執
行
部
案
に
賛
成
し
た
い
。

大
森
薫
雄
会
員

（５
１
３
６
）
評
議
員

会
で
、
平
林
さ
ん
を
推
薦
し
た
。
理
念
、

指
導
力
、
そ
し
て
国
際
性
の
あ
る
人
だ新会長と新評議員の紹介

と
思
う
。
１
０
０
年
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を
活
か
し
て

欲
し
い
。

吉
川
尚
郎
会
員

（５
０
９
９
）
評
議
員

会
で
の
投
票
で
決
ま

っ
た
と
報
告
さ
れ

た
。
両
氏
と
も
、
よ
く
知
ら
な
い
が
、

１
票
で
も
多
い
の
に
従
う
の
が
民
主
主

義
の
ル
ー
ル
で
は
な
い
か
。

河
野
吏
会
員

（６
８
４
２
）
１
０
０
周

年
に
向
か
っ
て
、
日
本
山
岳
会
の
顔
と

な
る
人
を
選
ぶ
重
要
な
議
題
だ
。
私
は
、

平
林
さ
ん
を
推
薦
し
た
い
。

議
論
は
自
熱
し
た
。
５
分
間
の
休
憩

を
は
さ
ん
で
、
結
局
は
、
多
数
の
拍
手

で
も

っ
て
原
案
通
り
可
決
し
た
が
、　
一

時
は
、
２
年
前
の
混
乱
し
た
総
会
を
思

わ
せ
る
状
況
と
な

っ
た
。
会
議
は
長
引

き
、
審
議
が
終
了
し
た
と
き
、
時
刻
は

４
時
を
過
ぎ
て
い
た
。

■
１５
年
度
除
籍
予
定
者

推
薦
者
は
責
任
を
も
っ
て
対
処

４
号
議
案
は
除
籍
対
象
者
の
件
。
平

成
１５
年
度
は
８１
人
と
な

っ
た
。
会
費
を

２
年
間
滞
納
し
た
人
が
対
象
と
な
る
。

除
籍
者
は
平
成
１２
年
度
が
４５
人
、

１３
年

度
が
５０
人
、

１４
年
度
が
４５
人
だ

っ
た
。

と
く
に
推
薦
者
は
、
会
費
を
納
め
て
留

ま
る
よ
う
説
得
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

請
が
あ

っ
た
。

■
報
告
事
項

青
森
・岩
手
な
ど
支
部
長
交
代

支
部
長
の
交
代
が
紹
介
さ
れ
た
。
新

支
部
長
は
次
ぎ
の
と
お
り
。

青
森
　
　
　
　
　
根
深
　
　
誠

岩
手
　
　
　
　
　
菊
池
　
修
身

山
形
　
　
　
　
　
菊
地
　
俊
彦

岐
阜
　
　
　
　
　
早
田
　
道
治

広
島
　
　
　
　
　
種
村
　
重
明

■
新
会
長
挨
拶

会
員
の
減
少
防
止
が
課
題

議
事
終
了
の
あ
と
、
新
役
員

・
評
議

員
が
紹
介
さ
れ
、
平
山
新
会
長
は

「機

会
を
と
ら
え
て
、
私
の
考
え
を
述
べ
て

い
き
た
い
。
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
、

役
員
と
の
議
論
を
深
め
、
ま
た
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
結
論
を
出
し
、

そ
れ
を
実
行
し
て
い
き
た
い
。
大
き
な

課
題
は
、
会
員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

だ
。
お
お
い
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
」
な
ど
と
語

っ
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
い
た
。

山
田
二
郎
名
誉
会
員
が
音
頭
を
と

っ
て

乾
杯
し
和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

高
橋
　
重
之

■
平
成
１５

ｏ
ｌ６
年
度
理
事

・
監
事

会
長
　
　
　
　
　
　
平
山
　
善
吉

副
会
長
　
　
　
　
　
芳
賀
　
孝
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
平
林
　
克
敏

同
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
清

理
事

（カ
ッ
コ
内
は
担
当
）

（山
研
運
営
）

（会
報
編
集
）

（指
導
）

（事
業
）

（資
料

・
映
像
）

（学
生
）

（総
務
）

（図
書
）

（科
学
）

（総
務
）

（自
然
保
護
）

（青
年
）

（医
療
）

監
事

川
７

月

△
フ
絣
側

田恭
――‐川

朴
元

鈴
木

鳥
居

藤
本

田
村

石
田

贄
田

篠
崎

大
蔵

野
口
い

内
田

一
カ

評
議
員

再
任
＝
中
尾
正
武
、
赤
羽
孝

一
郎
、
本

田
誠
也
、
宮
崎
紘

一
、
森
武
昭
、
中

井
俊

一
、
山
本
晃
弘
、
鯵
坂
青
青

新
任
＝
村
上
勝
太
郎
、
小
倉
董
子
、
竹

田
寛
次
、
中
村
保
、
松
永
敏
郎
、
和

国
豊
司
、
西
村
政
晃
、
重
廣
恒
夫
、

高
原
三
平
、
磯
野
剛
太
、
田
中
文
男
、

深
川
安
明

武
千
秋恵

鍾
徳

敬
吾

和
雄

慶
光

俊
介

要
久

統
亜仁

喜
福

づ
み博

英
夫

新 再 新 新 新 新 新 新 再 再 再 再 再 再 再

(3)

新 新 再 新

撥
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会
長
就
任
に

あ
た
っ
て

11,|            ||:■ |‐■::::|:|::::::::11:=

平
山
　
善
吉

こ
の
度
、
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
支
援
に

よ
り
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で

お
受
け
す
る
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
の
歴
史
は
、
日
本
の
登
山

界
の
歴
史
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
て
み

ま
す
と
、
日
本
山
岳
会
は
、
我
が
国
登
山

界
の
良
き
リ
ー
ダ
ー
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、

微
力
な
が
ら
私
も
そ
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
日
本
山
岳
会
の
会
員
と
し
て
、

今
日
ま
で
多
く
の
先
輩
に
よ

っ
て
培
わ
れ

た
歴
史
と
、
そ
の
中
で
築
か
れ
た
伝
統
を

誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ

の
歴
史
と
伝
統
を
尊
重
し
、　
一
人

一
人
が

自
覚
を
も

っ
て
本
会
を
、
明
る
く
、
楽
し

い
会
に
盛
り
上
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
の
た
め
に
は
、
会
員
は
互
い
に
信

頼
し
、
会
則
を
遵
守
し
、
規
則
を
守
る
こ

と
こ
そ
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ

ニ
フ
イ
フ
の
第

一
歩
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
本
会
は
、
間
も
な
く
創
立
１
０
０

年
の
慶
節
を
迎
え
ま
す
。
私
は
大
筋
に
お

い
て
は
、
前
執
行
部
の
意
向
を
踏
襲
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
細
部
は

ま

っ
た
く
煮
詰
ま

っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
た

め
さ

っ
そ
く
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
募
金
も
始

ま

っ
て
お
り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

次
に
、
本
会
の
運
営
に
つ
い
て
若
干
ふ

れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

情
報
を
で
き
る
だ
け
開
示
す
る
と
と
も
に
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
こ
れ
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
新
執
行
部
に
よ

っ
て
議

論
を
深
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
と
く

に
こ
の
中
で
早
急
に
検
討
し
た
い
問
題
は
、

会
員
の
減
少
と
、
国
際
化
に
対
す
る
対
応

で
す
。
前
者
に
関
し
て
は
、
本
年
、
退
会

者
が
入
会
者
を
上
回
り
、
実
質
的
な
会
員

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
適
正
規
模
に
対

す
る
検
討
も
必
要
で
す
が
、
会
員
の
減
少

は
、
財
政
基
盤
に
も
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、
こ
の
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

次
は
国
際
化
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
国

内
他
団
体
と
の
協
力
も
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
団
体
と
協
力
し
つ
つ
国
際
化
に
対
応

し
た
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
山
岳
団

体
と
交
流
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
と
り
わ
け
１
０
０
周
年
を
含
め
前
記

２
点
に
対
応
す
る
た
め
、
早
速
行
動
計
画

を
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
会
の
運
営
は
、
広
く
皆
さ
ま
の
参

加
に
よ
る
適
材
適
所
の
人
材
起
用
に
よ

っ

て
、
活
性
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
い
、
本
会
に
は
他
に
誇
り
得
る
会
員
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
多
く
の

会
員
の
本
会
活
動

へ
の
参
加
を
ぜ
ひ
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。
こ
れ
と
と
も
に
、
会

員
は
互
い
に
権
力
、
独
善
、
自
己
中
心
を

避
け
、
公
平
、
平
等
、
協
調
の
精
神
を
尊

重
し
、
改
め
て
融
和
を
図
り
、
信
頼
さ
れ

る
日
本
山
岳
会
の
構
築
の
た
め
に
努
力
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
、
日
本
山
岳
会
は
純
粋
な
登
山

団
体
で
あ
り
、
か
つ
て
は

「よ
り
高
き
、

よ
り
困
難
な
山
」
を
目
指
す
団
体
で
あ

っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
の
日
本
山

岳
会
の
山
登
り
は

「挑
戦
す
る
登
山
」
か

ら

「ス
ポ
ー
ツ
登
山
」
、
あ
る
い
は
、
中
高

年
の
た
め
の

「健
康
登
山
」
「清
掃
登
山
」

「交
流
登
山
」
「学
生
登
山
」
な
ど
と
な
り
、

今
や
、
日
本
山
岳
会
と
い
え
ど
も
こ
れ
ら

を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら

「登
山
と
自
然
環
境
」

あ
る
い
は

「中
高
年
の
た
め
の
安
全
登
山
」

な
ど
、
新
た
な
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

我
々
の
果
た
す
役
割
は
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
。

改
め
て
私
は
、
日
本
山
岳
会
の
歴
史
と

伝
統
の
中
で
、
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
期

待
に
沿
う
べ
く
、
最
善
の
努
力
を
す
る
と

と
も
に
、
他
に
誇
り
得
る
日
本
山
岳
会
を

築
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
り
、
ご
迷
惑
を
　
＞４

お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
　
＜

か
ら
も
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ー
９
３
４
年
、
千
葉
県
に
生
れ
る
。

５６

年
３
月
日
本
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
。

在
学
中
、
山
岳
部
に
所
属
。
大
学
院
終
了

後
、
理
工
学
部
の
助
手
と
し
て
、
建
築
構

造
力
学
を
専
攻
、建
築
学
科
教
授
（工
学
博

士
）
。
日
大
在
職
中
、
理
事
、評
議
員
、常
務

理
事
を
歴
任
、

９２
～
９３
年
度
に
は
理
事
長

代
理
、
代
行
な
ど
大
学
の
運
営
に
携
わ
る
。

本
会
に
は
５６
年
１０
月
入
会

（会
員
番
号

４
４
４
０
番
）
。

６２
年
、
日
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
登



山 697-2003・ 6・ 20(第三種郵便物認可)

山
隊
に
参
加
。
ム
ク
ト
ヒ
マ
ー
ル
に
初
登

頂
。

６６
～
６７
年
度
、
本
会
の
理
事

（調
査

研
究

ｏ図
書
担
当
）
。
向
井
ビ
ル
ヘ
の
移
転

を
機
に
、
念
願
の
独
立
し
た
図
書
室
を
作

る
。
そ
の
後
、

９７
年
度
か
ら
４
年
間
、
本

会
の
常
任
評
議
員
を
つ
と
め
る
。

文
部
省
の
南
極
観
測
計
画
に
は
当
初
よ

り
参
加
、
設
営
部
門
を
担
当
、
最
年
少
隊

員
と
し
て
第

一
次
～
第
二
次
南
極
観
測
隊

に
参
加
。
第
二
次
で
は
越
冬
。
以
後
　
南

極
観
測
事
業
が
、
国
立
科
学
博
物
館
に
移

管
さ
れ
て
か
ら
も
、
専
門
委
員
会
の
委
員

と
し
て
協
力
、

６４
年
に
は
、
米
国
南
極
隊

に
参
加
。

６７
年
に
国
立
極
地
研
究
所
が
設

立
さ
れ
た
後
も
、
引
き
続
き
専
門
委
員
会

に
お
い
て
、
建
築
計
画
の
立
案
に
３０
年
以

上
携
わ
り
、
『極
地
設
営
工
学
』
と
し
て
の

新
し
い
、
学
問
領
域
を
開
拓
、
現
在
も

「極

地
研
」
の
運
営
協
議
員
と
し
て
運
営
に
携

わ

っ
て
い
る
。
日
本
建
築
学
会
で
も
、
理

事
、
評
議
員
、
関
東
支
部
長
な
ど
を
歴
任
、

９８
年
～
９９
年
度
に
は
副
会
長
と
し
て
、
学

会
の
活
性
化
に
当

っ
た
。

９５
年
に
は
、
日
大
山
岳
部
創
部
七
十
周

年
を
記
念
し
て
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
計
画
を

立
案
、
総
隊
長
と
し
て
全
般
を
指
揮
し
て

未
踏
の
北
東
稜
か
ら
の
完
登
を
果
た
し
た
。

山
関
係
の
著
作
に

『
エ
ベ
レ
ス
ト
遥
か
な

り
』

（「山
岳
」
第
９３
年
書
評
）
、
『南
極
越

冬
記
』
が
あ
る
。

副
会
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

芳
賀
孝
郎
副
会
長
（再
任
）

１
９
３
４
年
、
札

幌
市
に
生
ま
れ
る
。

５８
年
学
習
院
大
学
経

済
学
部
卒
業
。
在
学

中
は
山
岳
部
に
在
籍
、
積
雪
期
の
北
ア
ル

プ
ス
を
中
心
に
活
動
。
株
式
会
社

ハ
ガ
ス

キ
ー
入
社
、
代
表
取
締
役
、
北
海
道
ス
キ

ー
エ
業
会
会
長
、
日
本
ス
キ
ー
エ
業
組
合

副
会
長
な
ど
歴
任
。

９２
年
閉

エ
イ
ジ
ス
入

社
、
取
締
役
と
し
て
現
在
に
至
る
。

卒
業
と
同
時
に
本
会
に
入
会

（会
員
番

号
４
６
３
７
番
）
、

５８
年
５
月
京
都
大
学
学

士
山
岳
会
チ

ョ
ゴ
リ
ザ
登
山
隊
に
参
加
。

８
月
ビ
ア
ン
ジ

エ
氷
河
７
１
７
０
日川
無
名

峰
登
山
。

９０
年
学
習
院
大
学
山
岳
部
チ

ョ

ー

・
オ
ユ
ー
登
山
隊
隊
長
。

９６
年
学
習
院

大
学
カ
ナ
ダ
、
ア
ル
バ
ー
タ
登
山
隊
参
加
。

２
０
０
０
年
日
本
山
岳
会
ア
ル
バ
ー
タ
登

頂
７５
周
年
記
念
実
行
委
員
。
本
会
で
は
８５

年
北
海
道
支
部
副
支
部
長
、

９７
年
評
議
員
、

２
０
０
１
年
副
会
長
に
就
任
、
現
代
に
至

る
。

平
林
克
敏
副
会
長
（新
任
）

１
９
３
４
年
大
町
市
生
ま
れ
。
中
学

・

高
校
時
代
よ
り
自
然
科
学
に
興
味
を
持
ち
、

植
物
や
山
岳
気
象
な

ど
を
通
し
て
北
ア
ル

プ
ス
に
登
り
続
け
山

の
虜
に
な
る
。

５６
年

同
志
社
大
学
卒
業
。
関
西
電
力
閉
入
社
、

６０
年
い
日
本
ダ
ン
ロ
ツ
プ

（住
友
ゴ
ム
エ

業
の
前
身
）
に
転
職
。
取
締
役
事
業
部
長
、

常
務
を
経
て
専
務
取
締
役
に
就
任
、
い
ダ

ン
ロ
ツ
プ
ス
ポ
ー
ツ
会
長
の
歴
任
、
現
在

住
友
ゴ
ム
エ
業
ｍ
顧
問
。

在
学
中
は
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
。

６０
年
本
会
入
会

（会
員
番
号
５
０

７
２
番
）
。

６０
年
西
ネ
パ
ー
ル
の
最
高
峰
ア

ピ
初
登
頂
、

６３
年
サ
イ
パ
ル
峰
初
登
頂
、

７０
年
日
本
山
岳
会

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
山
隊

に
参
加
、
登
頂
隊
員
と
な
る
。

８５
年
初
の

日
中
友
好
合
同
登
山
隊
隊
長
と
し
て
ナ
ム

ナ
ニ
峰
に
初
登
頂
、
新
彊
か
ら
チ
ベ
ッ
ト

に
至
る
５
０
０
０
キ
ロ
の
学
術
調
査
を
完
結
。

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
山
の
功
績
に
よ
り
第
８

回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
受
賞
。

８３
年
～
２

０
０
１
年
文
部
省
登
山
研
修
所
委
員
。
同

志
社
大
学
有
識
者
懇
談
会
委
員
、
同
志
社

大
学
経
営
戦
略
懇
談
会
委
員
。
本
会
で
３

回
、

１０
年
間
評
議
員
を
務
め
る
。
著
書
に

『ヒ
マ
ラ
ヤ
　
サ
イ
パ
ル
登
頂
』
サ
ン
ケ
イ

新
聞
社
、
『
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
』
（共
著
）

集
英
社
、
『熱
き
心
―
登
山
と
企
業
か
ら
学

ん
だ
人
生
哲
学
―
』
ぱ
る
す
出
版
な
ど
が

あ
る
。

橋
本
清
副
会
長
（新
任
）

１
９
３
８
年
東
京

生
ま
れ
。
中
学

・
高

校
か
ら
山
岳
部
に
在

籍
、
明
治
大
学
入
学

後
も
山
岳
部
で
非
常
に
ハ
ー
ド
な
登
山
活

動
を
実
践
。

６２
年
明
治
大
学
卒
業
。
１
年

間
の
会
社
勤
め
後
独
立
、
共
栄
Ｂ
Ｌ
建
設

閉
代
表
取
締
役
と
し
て
現
在
に
至
る
。

６５
年
に
明
治
大
学

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

遠
征
隊
参
加
。
本
会
に
は
６６
年
入
会

（会

員
番
号
６
０
６
６
番
）
。

７６
年
明
治
大
学

エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
西
稜
隊
の
偵
察
隊
長
。

８５
年

植
村
直
己
氏
が
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
登
頂
後
消

息
を
絶

っ
た
た
め
、
明
治
大
学
山
岳
部
Ｏ

Ｂ
会
の
救
援
隊
長
と
し
て
ア
ラ
ス
カ
入
り
。

８８
年
日
本
山
岳
会
三
国
合
同
チ

ョ
モ
ラ
ン

マ
登
山
隊
の
北
側
隊
長
と
し
て
参
加
、
遠

征
隊
の
組
織
、
中
国

・
ネ
パ
ー
ル
と
の
交

渉
、
テ
レ
ビ
の
生
中
継
手
続
き
な
ど
を
処

理
、
無
事
交
差
縦
走
を
成
功
さ
せ
、
５
月

５
日
に
世
界
初
の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
か
ら
の

テ
レ
ビ
生
中
継
を
実
現
さ
せ
た
。

９５
年
明

治
大
学
山
岳
部
監
督
就
任
。
「強
い
明
治
の

復
活
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
コ
ー
チ
、
学

生
が

一
体
と
な

っ
て
成
果
を
上
げ
、

９７
年

の
マ
ナ
ス
ル
、
２
０
０
１
年
ガ
ッ
シ
ャ
ブ

ル
ム
ー

・
Ｈ
峰
の
連
続
登
頂
、

０２
年
の
ロ

ー
ツ
ェ
登
頂
、

０３
年
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南

壁
ル
ー
ト
登
攀
成
功

へ
と
導
い
た
。
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12月 8日   年次晩餐会記念山行 (集会) 関八州・見晴台

12月 12日   早大ムスタン王国未踏峰、中大チョーオユー、

明大ローツェ報告会 (青年・学生)

12月 14015日 2003年度探索山行下見 (科学)   熊伏山

12月 15日   第9回古道を歩く (図 書)   秩父・妻坂峠

12月 30日   冬山報告会 (学生)

12月 29～ 1月 4日 山研年末年始特別開所 (山 研)    上高地

1月 11～ 13日 スキー懇親山行 (集会)      五竜遠見

1月 23日    講演会 「山岳滑降の美学」 (青年)   本会

1月 27日    大学山岳部監督ミーティング準備会 (指導・遭

難対策・学生)          法政大学

2月 8日    雪崩講習会 (指導)          栂池

2月 14～ 16日  ヒマラヤンクラブ75周年参加 (高所・海外)イ ンド

2月 15。 16日 支部事務局担当者会議 (総務)グ リーンホテル

2月 27日    韓国アイスクライミング報告会 (青年) 本会

2月      2003年 度自然保護全国集会打合せ (自 然保護)

岐阜

2月      森づくリシンポジウム (自 然保護)   高尾

2月      ラッセルコンペ (学生)    中大ヒュッテ

3月 15。 16日  自然観察山行 (自 然保護)    千葉・房総

3月 20日    講演会 「ゴム貼り靴底の剥離問題とメーカーの

対応」 (科学)            本会

3月 25日    第31回山岳史懇談会 (図 書)     本会

3月 28日    平成14年度大学山岳部監督ミーティング

(指導・遭難対策 。学生)     法政大学

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテー

プ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
*4月  合同事故調査委員会
*7月  全国山岳遭難対策協議会への出席 (宇都宮)

*7月  山の救急・救助法講習会
*2月  雪崩講習会
*通年 日山協・労山・都岳連との合同調査活動

4.自 然保護活動の推進
*自然保護委員会による自然保護指導者養成のための 「山の自然

学講座」
*自然保護委員会会報 「本の日草の芽」隔月刊行
*自然保護委員会による「高尾の森づくり」
*「 山のトインマナーノート」の配布

5.機関誌等の発行
*山岳第97年 (2002年)の発行
*会報683号～694号 の発行
*イ ンターネット・ホームベージの更新
*海外向英文誌 「Japanese Alpine News」 発行
*青年部会報 「きりぎりす」発行

6.国 内および外国山岳団体との情報交換
*国 内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟 。日本ネパール

協会 。日本ヒマラヤ協会・HAT―J。 その他)と の連絡
*海外登山団体との機関誌の交換および情報誌の購入

7.海外登山等
*日 印合同登山 東カラコルム踏査・パ ドマナブ登山隊
*日 。中友好チョー・オユー女子合同登山隊

8.そ の他目的を達成するために必要な事業
*「 国際山岳年」記念事業に参加
*「長期改善計画」の策定
*山岳図書の整備
*山研 ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成
*第 5回 秩父宮記念山岳賞の授与
*100周 年記念事業の計画推進
*百年史の編集
*「新日本山岳誌」の編集
*山岳図書新刊目録の作成
*そ の他

(社)日本山岳会 平成 14年度事業報告
平成 14年 4月 1日 ～平成 15年3月 31日

登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、

およびシンポジウムの開催
4月 11日    第30回山岳史懇談会 (図書)     本会

4月 12日    宮森常雄氏講演会 (高所)       本会

4月 14日    「高尾の森づくり」植樹祭 (自 然保護)高 尾山

4月 17日    合同事故調査委員会 (遭難対策)    本会

4月 29日    山研開所 (山 研)          上高地

5月 5～ 7日   沢登り集会 (学生)     笛吹川東沢西沢

5月 10日    新入部員歓迎会 (学生)        本会

5月 11・ 12日 探索山行下見 (科学)     糸魚川 。大網

5月 16日    講演会 「塩の道」 (科学)       本会

5月 17日    支部長懇談会 (総務)       YMCA
5月 18日    支部長会議 (総務)        YMCA
5月 18日    通常総会 (総務)         YMCA
5月 18・ 19日 第22回 日本登山医学シンポジウム(医療)京都大学

5月 19～ 22日 若葉山行 (集会)          屋久島

5月 30日    講演会 「烏帽子大氷柱の登攀」 (青年) 本会

6月 1・ 2日   新入会員のための「徳本峠越えとウェストン祭」

(山 研)              上高地

6月 2日    第56回 ウェストン祭 (信濃支部)  上高地

6月 8・ 9日  探索山行 「フォッサマグナと塩の道」 (科学)

大網一山口

7月 4日    全国山岳遭難対策協議会出席 (遭難対策)

宇都宮

7月 4日    講演会 「夏の気象」 (科学)      本会

7月 12～ 14日  自然保護全国集会 (自 然保護)

北海道 。大雪山麓

7月 15日    同好会連絡会議 (総務)        本会

7～ 8月    上高地山研特別展 大森弘一郎写真展 (資料)

上高地

7月 18日    講演会 「吸湿発熱繊維」 (科学)    本会

7月 26日    講演会 「卒業以降の山登り」 (青年)  本会

7月 27日    「山の救急 。救助法」講演会 (指導)  焼岳

8月 17～ 19日 フォーラムIN(自 然保護)     桧枝岐

8月 28日    山研 ミッテルレギー小屋プレート取付 上高地

9月 6日    ビールパーティ (総務)        本会

9月 7日    名誉会員を囲む会 (総務)       本会

9月 14～ 16日 「オータムコンサート」と奥又白ハイキング(山研)上高地

9月 18日    講演会「チベットのアルプスヘ」(海外・高所。青年)

東京体育館

9月 20日    第34回山岳図書を語る夕べ (図書・資料)本 会

9月 21・ 22日 第19回全国支部懇談会 (広島支部)  宮島

9月 26日    パ ドマナブ峰遠征報告会 (青年 。高所) 本会

9月 26日    夏山合宿報告会 (学生)        本会

9月 26～ 29日 紅葉山行 (集会)           知床

10月 1～ 5日  UAA世界山岳連盟2002年 次総会出席 (海外)USA
10月 5日    山岳博物館巡回作業 (資料)  河口湖美術館

10月 5・ 6日  自然観察山行 (自 然保護)       伊豆

10月 8日 ～  山岳写真展 (フ ィルム・ビデオ)   上高地

10月 17日   講演会 「機能性新素材」 (科学)    本会

10月 19。 20日 焼岳登山と「中高年のための高所登山とトレッ

キング」 (山 研)          上高地

10月 19日   新入会員オリエンテーション (総務)  本会

10月 19・ 20日 虹芝寮集会 (青年)         谷川岳

10月 26日   第6回全国山岳博物館連絡会議 (資料)

秩父宮記念スポーツ博物館

11月 2日 ～  山岳写真展 (フ ィルム・ビデオ)  野村ビル

11月 8日    クラシックビデオ上映会 (フ イルム・ビデオ)本 会

11月 9日    山研閉所 (山 研)          上高地

11月 9日   医療委員会講演会 (医療)     杏林大学

11月 10日   函南原生林ウォッチング (科学)    函南

11月 17日   マラソン大会 (学生)       皇居外苑

11月 21日   第11回 山を語る (図書)       本会

11月 16日   フォーラム 「山の食事を考える」 (科学)

シエアワーク東京

12月 3日   中国チベット登山協会メンバー来日(海外)東京

12月 7日   支部長会議 (総務)  新高輪プリンスホテル

12月 7日    年次晩餐会 (総務)  新高輪プリンスホテル

(6)
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事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

担

職

借

3.固定資産取得支 出

什器備品購入支 出

固定資産取得支出計

4.特 定 預 金 支 出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出 計

5.予  備  費

予   備   費

[1]資 産 の 部

1.流 動 資 産

2.固 定 資 産

基  本  財

700,000

250,000

1,000,000

2,900,000

100,000

0

5,500,000

6

1,500

640,470

247,303

955,370

3,566,071

80,000

422,813

5,508,000

863,628

29,963,897

4,200,000

1,000,000

0

1,194,000

0

6,394,000

△1,194,000

2,697

44,630

△666,071

20,000

△422,813

△8,000

136,372

226,103

800,000

0

0

料

費

数

生

手

厚

替

利

振

福

金

金

料

費

計

負

退

賃

雑

管 理  費 30,190,000

△394,000

0 1,500,000

金

金

金

金

費

産

計合

貯

預

預

会

資

産

替

通

期

収

卸

資動

現

振

普

定

未

棚

流

正昧財産増減計算書
平成 14年 4月 1日 ～平成 15年 3月 31日

貸 借 対 照 表
平成 15年 3月 31日 現在

88,590,000 94,009,852 △5,419,852

△4,170,000 △6,232,456 2,062,456

当期支 出合計 (C)

当期収支差額(A)― (C)

次期繰越収支差額(B)― (C) 14,193,667 12,131,211 2,062,456

科    目 金 額

I.増 加の部

1.資産増加額

棚  卸  資  産

長 期 計 画 積 立 金

秩 父 宮 記 念 賞 基 金

終 身 会 費 積 立 金

2.負債減少額

増 加 額 合 計

II.減 少の部

1.資産減少額

当 期 収 支 差 額

2.負債増加額

減  少  額  合  計

当期 正 味 財 産 増 加 額

前 期 繰 越 正 味 財 産 額

期 末 正 味 財 産 合 計 額

658,756

4,200,000

1,000,000

1.194,000 7,052,756

0

7,052,756

6,232,456

6,232,456 6,232,456

0

820,300

417,448,922

418,269,222

科    目 金 額

124,946

2,681,708

4,350,427

0

5,208,000

2,455,554

産

14,820,635

(7)

211

収 支 計 算 書
平成 14年 4月 1日 ～平成 15年 3月 31日 まで

(注)1「社団法人国土緑化推進機構」助成金 ¥2,000,000-

費

費

費

費

費

費

理

究
　
　
係

業

版

管

研

導

関

書

査
　
　
部

事

出

図

調

指

支

海 外 諸 関 係 費

海 外 登 山 補 助 費

山岳研究所運営費

そ の 他 事 業 費

印 刷 ・ 製 本 費

刊 行 物 発 送 費

11,100,000

400,000

3,300,000

1,350,000

12,500,000

400,000

1,600,000

4,950,000

9,000,000

12

1,1

1,200

320

200,000

500,000

1,000,000

470,000

200,000

200,000

11,582,980

360,995

3,383,106

1,016,093

13,067,047

653,349

1,600,000

5,227,055

14,098,502

1,067,989

5,594,839

57,651,955

△482,980

39,005

△83,106

333,907

△567,047

△253,349

0

△277,055

△5,098,502

△67,989

△294,839

△6,751,955費

　

手

婦

本

通

搬

険

　

公

料

　

　

品

理

　

鋳

製

交

運

保

繕

　

水

話

議

備

業

　

料

騨

刷

費

信

災

　

税

熱

　

　

器

事

管

給

文

印

旅

通

火

修

租

光

電

会

什

12,255,700

480,932

960,910

829,280

839,225

463,732

704,0

614,0

144,300

△130,932

139,090

△29,280

360,775

△990

200,000

36,268

295,986

△144,010

△11,449

200,000

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備考

I.収入の部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会 費・入会金収入

入 会 金 収 入

復 活 入 会 金 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費・入会金収入計

3.事  業  収  入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊 行 物 売 上 収 入

山 研 使 用 料 収 入

そ の 他 事 業 収 入

事 業 収 入 計

4.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入

5。 寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入

募 金 収 入

寄 付 金 収 入 計

6。 雑   収   入

受  取  利  息

雑   収   入

雑 収 入 計

7.特 定預金取崩収入

10,000

4,600,000

0

68,000,000

0

72,600,000

2,200,000

10,000

350,000

3,500,000

4,800,000

10,860,000

0

0

0

150,000

800,000

950,000

0

0

4,070

3,580,000

100,000

66,869,000

1,194,000

71,743,000

2,084,080

547

504,170

3,277,387

4,983,035

10,849,219

2,010,000

0

2,010,000

2,000,000

59,927

1,111,180

1,171,107

0

5,930

1,020,000

△100,000

1,131,000

△1,194,000

857,000

115,920

9,453

△154,170

222,613

△183,035

10,781

△2,010,000

0

△2,010,000

△2,000,000

90,073

△311,180

△221,107

0

(注 )1

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計   (B)

84,420,000

18,363,667

87,777,396

18,363,667

△3,357,396

0

102,783,667 106,141,063 △3,357,396

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備 考
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4. 減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

財 産 目 録
平成 15年 3月 31日 現在

取 得 価 格 減価償却累計額 当期末残高

建

什

物

器   備

144,423,000
9,584,982

1540007,982 lb4,OU/,9る Z

科 目 額金

I資 産 の 部

1.流 動 資 産

現金預金

現  金 現金手許有高

振替貯金  千代田四番町郵便局

普通預金  りそな銀行市ヶ谷支店

′′     東京三菱銀行市ヶ谷支店

′′    中央三井信託銀行本店

′′     みずほ銀行市ヶ谷支店

′′     三井住友銀行飯田橋支店

′′     UFJ銀 行新宿支店

通常預金 千代田四番町郵便局

未収会費 434名

棚卸資産  (注 )1

流動資産合計

2.固 定 資 産

(1)基 本財産

貸付信託 中央三井信託銀行

基本財産合計

(2)そ の他固定資産  (注)2

土  地

建  物

敷  金

什器備品

長期計画準備金 (定期預金・千代田四番町郵便局)

″  (定 期預金・東京三菱市ヶ谷)

″  (普 通預金。東京三菱市ヶ谷)

′′  (普通預金。みずほ市ヶ谷駅前)

秩父宮記念基金 (定期預金・UFJ新宿)

終身会費積立金(定期預金。みずほ市ヶ谷)

海外登山基金 (普通預金・りそな市ヶ谷)

〃   (定 期預金。三井住友飯田橋)

″   (普通預金。みずほ市ヶ谷駅前)

退職引当預金 (定期預金。みずほ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

II 負債の部

1.流 動 負 債

前受会費 平成15年度会費 12名分

預り金 職員に対する源泉所得税その他

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正 味 財 産 合 計

124,946

2,681,708

1,595,469

2,451,012

290,378

3,276

6,025

1,406

2,861

5,208,000

2,455,554

14,820,635

|

|

1408,383,767

423,204,402

4,935,180

8,000,000

8,000,000

46,297,170

144,423,000

840,000

9,584,982

5,043,000

52,550,000

9,200,054

804,609

15,000,000

18,344,041

33,605,219

30,000,000

30,000,072

4,691,620

400,383,767

144,000

99,560

243,560

4,691,620

4,691,620

418,269,222

貸 付 信 託

基 本 財 産 合 計

そ の 他 の 固 定 資 産

土       地

建        物

敷        金

什 器 備 品

長 期 計 画 準 備 金

秩 父 宮 記 念 賞 基 金

終 身 会 費 積 立 金

海 外 登 山 基 金

退 職 引 当 預 金

その他の固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1.流 動 負 債

前 受 会 費

預    り   金

流 動 負 債 合 計

2.固 定 負 債

退 職 給 与 引 当 金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

[3]正 味 財 産 の 部

正  味  財  産

(う ち 基 本 金 )

(う ち当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

8,000,000

383,767

計算書類に対する注記

.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準および評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物および什器備品の減価償却は行っていない。

(3)弓 1当 金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の117%に相当す

る額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費および預り

金を含めている。

なお、前期末および当期末残高は下記3に記載のとおりである。

2.基本財産の増減額およ 次のとおりである

3.次期繰越収支差額の内容は、次の とお りである。

8,000,000

46,297,170

144,423,000

840,000

9,584,982

67,597,663

15,000,000

18,344,041

93,605,291

4,691,620

400,383,767

144,000

99,560

4,691,620

243,560

4,691,620

4,935,180

418,269,222

(8,000,000)

(820,300)

423,204,402

科 目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託 (中 央三井信託銀行) 8,000,000 8,000,000

8,000,000合   計 (基  本  金 ) 8,000,000

科 目 前期末残高 当期末残高 備  考

現 金 預 金

そ の 他 預 金

未 収 会 費

14,709,077

0

3,960,000

7,157,081

9,690

5,208,000

合    計 18,669,007 12,374,771

前 受 会 費

預   り   金

161,000

144,410

144,000

99,560

合    計 305,410 243,560

次 期 繰 越 収 支 差 額 18,363,667 12,131,211

(8)
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カ ン チ ェ ン ジ ュ ン ガ

ユ ン グ フ ラ ウ

洞 沢 よ り 北 穂 高

槍  ケ  岳  初  夏

カ ン チ ェ ン ジ ュ ン ガ

北  穂  高  滝  谷

或 朝 の 槍 ケ 岳

北 穂 高 主 峰

槍     ケ    岳

タ ン ボ チ ェ の 僧 院

シ ェ ル パ ニ の 親 子

冬 の 山 (清 太 山 )

梓  川  秋  色

早朝 の上高地 山岳研究所

旧 上 高 地 山 岳 研 究 所

焼  岳  秋  趣

ナ ム チ ャバ ル ワ峰 暮 色

ヒマラヤダージリンにて

タ  ム  セ  ル  ク

安 曇 野 の 春

ヒ マ ラ ヤ の 古 都

ア  ル  バ  ー  タ

ケ    ル    ン

山

アルバータとピッケル

題 名 不 詳  24枚
題 名 不 詳  8枚
題 名 不 詳  12枚
ス ケ ッ チ ブ ッ ク

ロンブクよリエベレスト

田

景

レ

霧

林

春

ヤ

秋

雪

　

　

チ

　

　

の

地

プ

馬

　

　

ヤ
　

　

樺

高

チ

自

上

マ

朝

白

麓

エ ッチ ング

油

水 彩 -6

油 -10

パ ス テ ル

油 -25

油 -25

油 -25

油 ― P8

水 彩 -4

水 彩 -4

墨    絵

油 -12

版 画 -8

水 彩 -10

版 画 -8

油 -10

日 本  画

油 一 F20

油 -20

水 彩 -8

油  - 6

油 一 P50

油 一 F4

油 -30

油 -30

油 -30

油  -  6

油  -  6

油  - 6

水    彩

油 -10

7山  -  6

水    彩

32冊

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

シュラー・ギントワイト

山里  寿 男

山里  寿 男

中村 清 太 郎

矢 崎 千 代 二

足 立 源 一 郎

足 立 源 一 郎

足 立 源 一 郎

足 立 源 一 郎

清 野   恒

清 野   恒

近 藤  茂 吉

後 藤  三 男

松 田  敏 男

松 田 敏 男

鈴 木  正 俊

神 原  忠 夫

丸 山  晩 霞

後 藤  三 男

武 井   清

越 智  英 夫

茨 木 猪 之 吉

倉 員  辰 雄

上 野  春 香

武 井   清

後 藤  三 男

藤 江 幾 太 郎

レオン・アマン

金 光  義 郎

辰 沼  広 吉

カナダ山岳会

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

H.ソ マベ ル

鈴 木  正 俊

小 暮  真 望

小 暮  真 望

小 暮  真 望

小 暮  真 望

鈴 木  正 俊

鈴 木  正 俊

本      会

伯音国山岳美術館

松本アルプス山岳館

本      会

本      会

本      会

伯音国山岳美術館

本      会

本      会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本      会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯音国山岳美術館

伯音国山岳美術館

本      会

上高地山岳研究所

本      会

本      会

本      会

本      会

伯音国山岳美術館

本      会

松本アルプス山岳館

本      会

本      会

上高地山岳研究所

本

本

本

本

本

本

大 町 山岳 博 物 館

本      会

本      会

本      会

本      会

本      会

本      会

本      会

照

峰

残

連

馬

高

自

穂

安 曇 野 と 常 念 岳

岳

岳

秋

荘

ケ
　

　

晩

山

隧

　

　

山

川

ゴ

丸

と
　
　
　
ン

瀬

　

　

ダ

洞

尾

谷

シ

檜

(他の絵画、写真 省略 )

2.図書

3.フ ィルム 。ビデオ

フ ィ ル ム 15点    『マナスルに立つ』他

ビ デ  オ 270点   『映像史 ヒマラヤヘの道』他

社団法人 日本山岳会 平成14年度の収支計算書、正味財産増減計

算書、貸借対照表、および財産目録を監査し、正確妥当なことを認

めます。

平成15年 4月 14日

社団法人 日本山岳会 監事 内田 博

監事 古市 進

種   類 摘 要 数冊

書

書

和

洋

平 成 14年 度 受 入冊 数

平 成 14年 度 受 入 冊 数

193冊

34冊
蔵書計 10,866冊

蔵書計 3,677冊

(9)

注 1) 内訳

注2)そ の他固定資産内訳

1.建物お よび土地

2.什 器 備 品

財産目録記載外のその他物品リスト(主として受贈益)

1.絵画

白    馬    岳

富 士 山 麓

田 代 池 の 自 樺

群         猿

伊 豆 半 島

針 の 本 峠 よ り

徳 本 峠 か ら 穂 高 連 峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト 原 画 )

メ ー ル ド グ ラ ス

モ  ン ブ ラ  ン

油 一 A50

油 一 A25

油 変 形 -6

墨    絵

油 -10

油 -10

墨    絵

油 -10

墨    絵

エ ッチ ング

エ ッチ ン グ

中村 清 太 郎

茨 木 猪 之 吉

中村 清 太 郎

石 井  鶴 三

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

石 田  吟 松

茨 本 猪 之 吉

石 井  鶴 三

大 町 山岳 博 物 館

河口湖町立美術館

本      会

本      会

松本アルプス山岳館

本      会

松本アルプス山岳館

本      会

本      会

本      会

松本アルプス山岳館

摘 要 金  額

刊    行    物

服 飾 品 。 そ の 他

「山岳」総索引、「山岳」覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

897,311
1、 558,243
2,455.554

A 事務所お よび土地

場所

構造

東京都千代田区四番町 5番 4号

鉄筋 コンク リー ト造、陸屋根、地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32ぽ

宅地持分 1,124.56ぽ ×339/10,000

=38.122584ぽ

(図 書室)区分所有建物 1階部分 55.22ぽ

宅地持分 1,124。 56ぽ ×176/10,000

=19.792256m2

計  158.54m2 宅地持分  57.91484m2 72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村4469番地 1

構造 木造 2階建地下 1階 (一部コンクリー ト造) 1棟
274.09m2 118,000,000

計 190,720,170

名 取得年月 日 取得価格 所  在

書庫内移動書架一式 コンパ ックル

閲覧用テーブル (本 製2台 )

ライテ ィング ビューロー (本製 )

フィルム収納キャビネ ッ ト (スチール製)

書 棚 (木 製2段 )

16mm映 写機  16-CL(MO)
木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶 ビジ ョンー式

世界対応VTR 001 NWV

小型気象ファクシ ミリ JAX-9
ナシ ョナル冷凍冷蔵庫

NR-041VP2-H

ナシ ョナル29イ ンチテ レビ

TH-29VS35

ナシ ョナルBS付 ビデオ

HV―BS50S
ミニ水力発電装置

シャープ 。ノー トパ ソコン

PC― MJ700R

S53.02.10

53.09。 28

54.06.23

56.08.08

56.12.22

61,05.13

62.09.24

1112.07.19

4.05.11

4.10.19

5.03.20

5.03.20

5.03.20

11.11.30

13.02.28

1,500,000

250,000

280,300

254,000

500,000

156,000

700,000

587,932

250,000

320,000

250,000

280,000

250,000

3,816,750

190,000

図書室

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所

山 研

事務所

合   計 9,584,982

題 名 種類・号数 作者名 掲載、保管場所

△
ム
　
△
ム
　
△
バ
　
△
バ
　
△
バ
　
△
ム
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9月 10～ 18日  ヨセミテ紅葉の山旅 (事業)     ヨセミテ

9月 13・ 14日  第20回全国支部懇談会 (青森支部) 十和田湖

9月 20・ 21日  オータムコンサート (山 研)      上高地

9月 25日   登山報告会、講演会 (青年)

9月     第12回 山を語る (図 書)

9月     講演会 (資料 。映像)

9月     講演会 「登山用具の素材」 (科学)

9月     自然観察山行 (自 然保護)        下妻

9月     小川山集会 (学生)

10月 10～ 13日 紅葉山行 四国の最高峰を目指す (事業)

石鎚山～剣山
10月 18日  新入会員オリエンテーション (事業)   本会

10月 18・ 19日 虹芝寮集会 (青年)          谷川岳

10月    講演会 (海外)          東京体育館

10月    第7回全国山岳博物館会議 (資料 。映像)

10月    自然保護全国集会 (自 然保護)      岐阜

10月    森づくリシンポジウム (自 然保護)

11月 7日   山研閉所 (山 研)           上高地

11月    第35回山岳図書を語る夕べ (図 書)

11月    山岳映画会 アーカイヴ作品上映 (資料 。映像)

11月    大学山岳部指導者ミーティング (指導 。学生)

11月     シンポジウム 「分水嶺」 (科学)

11月    マラソン大会 (学生)

11月    ポカラ国際山岳博物館 (IMM)開所式   海外
12月 6日   支部長会議 (総務)   新高輪プリンスホテル

12月 6日   年次晩餐会 (総務)   新高輪プリンスホテル

12月 7日  年次晩餐会記念山行 (事業) 弘法山～鶴巻温泉

12月 18日  登山報告会、講演会 (青年)

12月 30～ 1月 3日

年末年始山研自然観察会 (山 研)    上高地

1月 10～ 12日  懇親スキー山行・雪山講習 (事業) 韓国雪岳山

1月     冬山報告会 (学生)

2月 7～ 9日  第2回 「雪を知る」雪崩講習会 (指導)

2月 15。 16日  アイスクライミング研修会 (指導 。青年 。学生)

八ヶ岳
2月 21・ 22日  支部事務局担当者会議 (総務)

2月     第32回山岳史懇談会 (図書)

2月     講演会 (科学)

2月     自然観察山行 (自 然保護)       奥多摩
2月     支部自然保護委員連絡会 (自 然保護)

3月     新人勧誘対策・後期納会 (学生)

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテー

プ化による保存

3.山 岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
*7月  全国山岳遭難対策協議会への出席 (滋賀県)

*通年 日山協 。労山・都岳連との合同調査活動

4.自 然保護活動の推進
*自 然保護委員会による自然保護指導者養成のための 「山の自然

学講座」
*自 然保護委員会会報 「本の目草の芽」隔月刊行
*自 然保護委員会による「高尾の森づくり」

5.機関誌等の発行
*山岳第98年 (2003年)の発行
*会報695号 ～706号 の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新
*海外向英文誌 「Japanese Alpine News」 発行
*青年部会報 「きりぎりす」発行
*会員名簿 (2003)発 行

6.国内および外国山岳団体との情報交換
*国 内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟 。日本ネパール

協会 。日本ヒマラヤ協会・HAT一 J。 その他)と の連絡
*海外登山団体との機関誌の交換および情報誌の購入

7.海外登山等
*未踏峰カングリ。シャールシニア登山隊
*冬期ローツェ南壁登山隊2003(創立100周年記念登山。東海支部)

*ツ ゥイ・カンリ登山偵察隊 (創立100周 年記念登山・関西支部)

監 事 監 査 報 告

平成15年 4月 14日 に行った平成14年度 (平成14年 4月 1日 ～平

成15年 3月 31日 )における会計の監査ならびに期中の業務監査の

結果を、次の通り報告する。

記

会計監査については、帳簿ならびに関係書類の閲覧等、必要と思

われる手続きを用いて計算書類の正確性を検討 した。

業務監査については、理事会等に出席し、業務執行の妥当性を検

討した。

監査意見は次の通り。

(1)現金については、監査日当日現在の残高と、帳簿の金額は一

致し、正しく出納されているものと認める。

(2)収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録は

本会の収支状況および財政状態を正しく示しているものと認

める。

(3)事業報告の内容は、真実であると認める。

(4)理事の職務執行に関する不正の行為または法令、定款に違反

する重大な事実はないと認める。

(5)終身会費積立金の取り扱いについて。従来、終身会費は前受

金という性格を考慮し、終身会費積立金として処理され、取

崩されることなく今日に至っている。しかし、終身会費は通

常会費の一括前払いという性格のものであり、経年的に取崩

して通常会計に繰り入れる方策を考えることも必要である。

現在、積立額も相当な額に達していることでもあり、しかる

べき規定を定め、適切な活用を図る時期であると考える。

以上

(社)日本山岳会 平成15年度事業計画
平成15年4月 1日 ～平成16年 3月 31日

登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、お

よびシンポジウムの開催
4月 13日   「高尾の森づくり」植樹祭 (自 然保護) 高尾山
4月 15日   講演会 「メコン河源流航行踏査」 (海外・事業)

東京体育館
4月 20～ 5月 14日 カングリ・シャール支援 トレッキング (事業)

エヴェレスト街道

4月 28日   山研開所 (山 研)           上高地

4月     学生部総会 (学生)

5月 15日   講演会 「南の塩の道について」 (科学)  本会

5月 16日   支部長懇談会 (総務)     グリーンホテル

5月 17日   支部長会議 (総務)      グリーンホテル

5月 17日   通常総会 (総務)       グリーンホテル

5月 22日   登山報告会、講演会 「卓越した登山、ユニークな

登山」 (青年)

5月     山岳映画会 アーカイヴ作品上映 (資料・映像)

5月     新入部員歓迎会 (学生)

5月 31・ 6月 1日 第23回 日本登山医学シンポジウム (医療)東 京
5月 31・ 6月 1日 新入会員のための 「徳本峠越えとウェストン祭」

(山 研)               上高地

6月 1日   第57回ウェストン祭 (信濃支部)   上高地

6月 1日   若葉山行 山菜探索 (事業)     出羽月山
6月 7・ 8日  探索山行 「南の塩の道」 (科学)秋 葉山・熊伏山
6月     第10回古道を歩く (図書)

6月     沢登り集会 (学生)

7月 14日   同好会連絡会議 (総務)         本会

7月 24日   登山報告会、講演会 (青年)

7月 ～8月  山岳絵画特別展 茨木猪之吉展 (資料・映像)

上高地

7月     救急法講演会 (指導)

7月    全国山岳遭難対策協議会への出席 (指導)滋賀県
7月     講演会 「山の気象」 (科学)

7月     前期納会 (学生)

8月 15～ 20日 親子で登る北アルプス 雪渓と岩と高山植物に

親じむ (事業)           立山・剣
8月     写真展・巡回展 (資料 。映像)

8月     フォーラムIN(自 然保護)

9月 5日   ビールパーティ (総務)         本会

9月 6日   名誉会員を囲む会 (総務)        本会

(10)
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旅
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会

什

振

福

事

そ

負

賃

雑

管

800,

1,200,000

320,000

100,000

480,000

800,000

500,000

180,000

100,000

800,000

300,000

970,000

2,800,000

80,000

5,700,000

900,000

29,980,000

800,000

1,200,000

320,000

200,000

500,000

1,000,000

470,000

200,000

200,000

700,000

250,000

1,000,000

2,900,000

100,000

5,500,000

1,000,000

30,190,000

0

0

0

△100,000

△20,000

△200,000

30,000

△20,000

△100,000

100,000

50,000

△30,000

△100,000

△20,000

200,000

△100,000

△210,000

3.固 定 資 産 取 得 支 出

什 器 備 品 購 入 支 出

固定 資産 取 得支 出計

4.特 定 預 金 支 出

長 期 計 画積 立 金 支 出

秩父宮記念賞基金支出

海 外 登 山 基 金 支 出

終身 会 費積 立 金 支 出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出 計

1,000,000

0

0

0

1,000,000

5,000,000 △5,000,000

0

0

0

0

△5,000,000

5.予 備

備

費

費予 1,500,000 1,500,000

88,580,000 88,590,000 △10,000

△2,985,000 △4,170,000

当 期 支 出 合 計 (C)

当 期 収 支 差 額 (A)― (C)

次期繰越収支差額 (B)― (C) 9,146,211 14,193,667

匝憂愛菱互互亘互亜∃
樋上嘉秀 著 四六判 230頁 本体 1,900円

台高山系の谷は水量 も豊富、数十米の大滝をいくつも架

けて豪快。32谷 を厳選 して詳細地図付きで紹介。

草川啓三 著  四六判 330頁 本体2,500円

全山約85の プロフィールとガイ ド。珠玉の尾根歩きコース

20を紹介。カラーフォ トエッセイな ど、盛沢山な内容。

南里章二 著 (9364).A5判  480頁 本体2,700円
シルクロー ド、ヒマラヤの踏査。コンゴ、アマゾン川下 り。

サハラ砂漠縦横断な ど、世界全独立国192カ 国を旅 して。

カラコルム・ヒンズークシュ登山地図
〔付〕カラコルム・ヒンズークシュ山岳研究

A4変型判 上製美装ケース入 385ページ B全判地図13葉

宮森常雄 (秩父宮記念山岳賞受賞)0雁部貞夫 共著

◎好評発売中 !!定価 (本体33,000円 十税 )

T一民族と歴史、そして冒険

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606-8316京 都市左京 区吉 田二本松 町 2
Te:.075-751-121l Fax.075-751-2665

URL htp:〃 www.nakanishiya.co.jp/
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8.その他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成
*第6回秩父宮記念山岳賞の授与
*100周 年記念事業の計画推進
*百年史の編集
*『新日本山岳誌』の編集
*そ の他

2.管    理    費

給 料 手 当

費

費

品

本

耗

製

消具

届

文

印

平成 15年度 収支予算書
平成 15年 4月 1日 か ら平成 16年 3月 31日 まで

12,400,000 12,400,

450,000 350,

1,100,000 1,100,

0

100,000

0

科 目 平成15年 度予算額前年度予算額 増   減 備考

I.収 入 の 部

1.基 本 財 産 運 用 収 入

基 本 財 産 利 息 収 入 5,000 10,000 △5,000

2。 会 費 ・ 入 会 金 収 入

入  会  金  収  入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会 費 ・ 入 会 金 収 入 計

4,000,000

67,000,000

0

71,000,000

4,600,000

68,000,000

0

72,600,000

△600,000

△1,000,000

0

△1,600,000

3.事   業

広  告

印  税

刊 行 物

山 研 使

そ の 他

事  業

料

用

事

収

収  入

収  入

収   入

上 収 入

料 収 入

業 収 入

入  計

2,900,000

10,000

300,000

3,500,000

4,500,000

11,210,000

2,200,000

10,000

350,000

3,500,000

4,800,000

10,860,000

700,000

0

△50,000

0

△300,000

350,000

4.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入 0

5.寄

寄

付 金 収 入

付 金 収 入 0

6.雑

受

雑

雑

取

収

‖又

‖又

不」

入

入

息

入

計

80,000

800,000

880,000

150,000

800,000

950,000

△70,000

0

△70,000

7.特 定 預 金 取 崩 収 入 2,500,000 2,500,000

当 期 収 入 合 計 (A)

前 期 繰 越 収 支 差 額

収  入  合  計 (B)

85,595,000

12,131,211

84,420,000

18,363,667

1,175,000

97,726,211 102,783,667

科 目 平成14年度予算寄前年度予算額 増   減 備 考

費

費

費

計

業

本

送

事

製

発

費

他
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刷
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図

調
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岳 研 究 所 運 営

外 登 山 補 助 費

の 部

業

版

管  理

研  究

導

関  係

諸 関 係

II.支  出

書

査

　

部

外

12,000,000

400,000

3,480,000

2,070,000

12,000,000

500,000

6,600,000

1,600,000

9,850,000

2,300,000

5,300,000

56,100,000

11,100,000

400,000

3,300,000

1,350,000

12,500,000

400,000

4,950,000

1,600,000

9,000,000

1,000,000

5,300,000

50,900,000

900,000

0

180,000

720,000

△500,000

100,000

1,650,000

0

850,000

1,300,000

0

5,200,000

卜く
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Niuxim Shan一 Naoki Ohuchi

牛心山西壁 (600m)初登攀

1[Jnveiling 5,8921n Peak north of lMlt.

Siguniang一
′
rar1lotsu Nakan■ ura

四姑娘山の北、知られざる5892m峰東面の探査

●Challenge again to the Lhotse South iFace―

Winter 2003- (Dsa11lu Tanabe
□―ツェ南壁冬季登攀-2003年 12月 再挑戦

●Skillbruln in Karakoranl:]Funeral]Report―

Nazir Sabir

パキスタン・カラコラム :スキルブルム遺体埋葬、ナ
ジール・サビール

●A.:Dreanl in Shangri― La― Hotel Everest View

― Kei Kurachi

シャングリラの夢―ホテル・エヴェレスト・ビュー

FrOnt COver:The SE face oflKaqur― Kangriin the

morning sunshine(Toyoji Wada)

表紙写真 :モルゲン・□― 卜に輝くカチュールカンリ南東

面 (和田豊司)

●

Japanese Alpine News∨ ol.4 1Vay 2003
Special SubrTlission

East of the Himalayas ヒマラヤの東

丁amotsu Nakamura 中村保

::難FOREWARD 序文

難:PART l ARTICLE テキスト

TO THE ALPS OF TIBET チベットのアルプ

スヘ

Nyaiqentanglha East, Kangri Garpo &
Hengduan Mountains
念青唐古拉山東部、カンリ。ガルポ、横断山脈―山域の

地理・氷河。山系・探検史。登攀史の概説一

UNKNOWN NYAINQENTANGLHA EAST
未踏の念青唐古拉山東部

New Discovery 2002-Questお r the Veiled

R4ountains

2002年新しい発見の山旅一知られざる山々へ

PILGRIMAGE ROUND:MEILI XUESHAN
梅里雪山巡礼路をめぐる

Northwest Yunnan一 Circulnnavigation of the

l:Iolyヽ4ountains

雲南西北 。聖山一周紀行

1難:PART2 PHOTOGRAPHS写 真・カラー 75枚

灘:PART3 MAPS 地図 。27枚 (全ての山系をカバー)

Front Cover: 
′
I｀he rnagnificent north face of

I:《[ongga 64881n in the headwaters of Puyu valley,

sOuth Of Pelber(Penlba), Nyainqentangla lEast

(Tamotsu Nakamura).
表紙写真 :念青唐古拉山東部・プユー谷、コンガ峰6488m
の壮麗な北壁 (中村保)

&脳「edFche・ 22

スズメバチによる刺傷

秦 和壽

だいぶ前の ことになるが、 山岳関係者 を驚

かせ るハチの事故があった。愛知県豊橋市の

立岩 (60度 の傾斜で80有の高 さ)で岩登 り

中の2名 が、スズメバチの大群 に襲 われたの

である。バ ランスを崩 し一人が落下 し死亡 し

た。皮 肉な ことに刺 された跡 はなかったので

ある。

国内で は毎年約30名 がスズ メバ チ に刺 さ

れ死亡 している。ハチ毒 は高分子のタ ンパク

質で、数 μgで死 に至 ることが あ る。特 に、

頭や首 な どの刺傷 は注意が必要だ。アナフィ

ラキシーシ ヨック といわれ る。

ハチ類 は積極的に刺す こともないのだが、

前 を歩いた ヒ トが故意 にハチの巣 をイタズ ラ

した場合な どは、後か ら来た ヒ トが襲われ る

ことがある。一般的なハチ除けは、付近 に来

た ときは地面 に伏せた りじっとして刺激 を与

えない ことだ。キャンプ場では缶 ジュースに

集 まる。飲みかけの缶 に入 ったハチ に気づか

ず喉を刺 された例 もある。 こうなると医師の

治療 を受 ける以外 にない。

持参す る薬剤 は、虫刺 され軟膏 (ス テロイ

ド+抗ヒスタ ミン軟膏)がよい。 この他、多

量の水で洗い、冷やす ことも効果的だ。

カムチャッカ半島
アバチャ山登頂 6日間

〈新潟発着〉
7/19聯 7/26器 8/2幸8/9幸 8/16発
254,000円～278,000円

印月りl障グ」7多ど貿』1罵釜″
国土交通大臣登録旅行業第490号/m日本旅行業協会正会員 C薫〕F保饉書ロ

〒10500003東京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森 ビル2F颯■03‐ 3503申 1911
大阪806‐6444‐3033 名古屋8052‐ 581¨ 3211 1福岡a092‐ 715‐ 1557

e‐ mai::info@a:pineets.co.ip http:〃 WWW.a!pine¨ tour.com
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英文誌『ジャパニーズ・アルバイン・ニューズ』

第 3、 4号 発 行          JAN編 集人 中 村 保

5月 にJapanese Alpine News(JAN)Vol。 3と VoL4を 同時に発行 しました。

VoL3(80ページ)は通常の編集形態をとり、VoL4(113ペ ージ)は編集人

の出身元である一橋大学山岳部OB会・針葉樹会か ら日本山岳会への 100万 円

の寄付を活用させていただき、編集人が長年にわた り取組んできた 「ヒマラヤ

の東一チベ ットのアルプス」を特集号 として まとめました。

VoL2を 2002年 4月 に発行して以来、海外からの反応は良好で、新たに約

100人の購読希望が欧米からきております。URA(国際山岳連盟)はJANを

英国アルパイン・ジャーナル、アメリカン・アルパイン・ジャーナル、ヒマラ

ヤン・ジャーナル等と同列に位置付け、記録の正式な出典として認知してくれ

ています。徐々に浸透してゆく手応えが十分感じられます

概要をご理解いただくために、それぞれの目次を下記に紹介いたします。な

お、部数に限りはありますが、有料にて販売いたします。送料込みでVoL3は

1冊 1500円 、VoL4は 1冊2000円 です。ご入用の方はJAC事務局にFAXま たは

メールでお申し込みください。振込用紙とともに冊子小包で送ります。

餞豊ST嚇『 T絡懸競:鷲風LムVttS
Ⅲ稔 t撫奪鳥:pS O鮮 :雛曖～

Japanese Alpine News
VoL3 May 2003
丁ABLE OF CONTENTS

Indian―Japanese lEast Karakora11l Expedition
2002-1:][arish Kapadia&Hiroshi Sakai

日印合同 。東カラコラム遠征2002-パ ドマナブ
7030m初登頂・テラムシェル氷原探査

′
I｀riulnph of Kaqur Kanri 6,85911■ in the Source of

Yalung Tsangpo― Toyoji・Wrada

同志社大学―チベット。ロンライカンリ山群カチュール

カンリ6859m初登頂

Newly opened′I｀engi Ragi′ I｀au 6,943rn in Nepal―

Koichi Ezaki

北海道岳連―ネパール・新たにオープンされたテンギラ

ギタウ6943m初登頂

1:Jnfrequented Shilnshal Valley in Karakorarn一

Tadahi Kalnei

横浜山岳会―パキスタン・カラコラム、未踏のシムシャ

ール谷の探査と測量

]First Ascent of Dangchezhengla 5,833nl― Koichi

Sakarnoto

横断山脈研究会―中国四川省未踏の山群・ダンツェチェ

ングラ5833m初登頂

:First _Ascent of Shilnokangri on 
′
ribet―Bhutan

B10rder一
′
ralnotsu NakalШra

POSCO(韓 国浦頂製鉄所)山岳会―チベット/ブータン

国境・シモカンリフ204m初登頂

Pilgrilnage fOr Plants in Yunnan―
′
I｀ibet

borderland―
′
I｀oshio Yoshida

Vol.3(上 )と Vol.4(下 )

吉田外司夫の植物巡礼一雲南チベット辺境、サルウイー
ン流域 。深い浸食の国を行く

Yarnanois,Incredible Survival一 Yoshinobu Ernoto

山野丼泰史・妙子夫妻―ギャチュンカン北壁からの奇跡
の生還

F｀irst ]Descent of the l:Jpper Mekong River一

Masayuki Kitanilura

東京農大探検部一中国雲南省北西部・メコン川上流部ゴ
ルジュ帯初下降、塩丼から雲嶺ヘ

Data File of The Himalayan Association of Japan

―Kinichi Yalnalnori

日本ヒマラヤ協会-2002年 。日本のヒマラヤ登山の主
な記録

′
I｀opics on Clilnbs and iExplorations:

登攀と探検の トビック

●Kwande Lho(6,178m),Khumbu― New Finish

on the N Face―Hiroyuki Nakagawa
ネパール・クンブ : クワンデロー 6178m北壁に新
ルー トを拓く

●First Ascent of Pokharkan(6,346m),Nepal―

Koichi Kato

ネパール・ダムドールヒマール :新たにオープンされ
たポカルカン6346m初登頂

●Arniko Chuli― R4ustang]:Iilnal again in 2002-

Talnotsu Ohnishi

ネパール・ムスタンヒマール :大西保の2002年アル
ニコチュリ紀行

●Two Attempts on Qonglai Mountains in Sichuan
中国四川省・チ∃ンライ山系 12つの登攀・探査

Outstanding R.ock Peak― The W Face of
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「シェルバの時代」と

70歳の登頂日記

江本 嘉伸

空
を
飛
び
た
い
、
と
い
う
人
類
の
「夢
」

を
実
現
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
自
転
車

工
場
経
営
者
、
ウ
イ
ル
バ
ー

（３６
）
、
オ

ー
ヴ
イ
ル

（３２
）
の
ラ
イ
ト
兄
弟
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
の
１
９
０
３
年
１２

月
１７
日
、
ふ
た
り
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

の
キ
テ
イ
ー
ホ
ー
ク
で

「フ
ラ
イ
ヤ
１
１

号
」
を
操
縦
し
て
初
の
滑
空
に
成
功
し
た
。

と
い
っ
て
も
、
高
度
は
わ
ず
か
３
眉
、
滞

空
時
間
は
１２
秒
で
あ

っ
た
。

飛
翔
し
た
い
、
と
い
う
夢
の
達
成
の
た

め
に
人
類
が
か
け
た
情
熱
は
、
半
端
で
は

な
い
。
し
か
し
、
後
世
の
航
空
史
家
の
中

に
は
、
「夢
」
の
た
め
で
は
な
く
、
兄
弟
が

「ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
飛
行
機
の
開
発
に
取

り
組
ん
だ
の
だ
、
と
指
摘
す
る
者
も
い
る
。

実
際
、
そ
の
後
も
ラ
イ
ト
兄
弟
は
秘
密
に

開
発
に
取
り
組
み

（機
体
は
新
聞
記
者
た

ち
に
は
い
っ
さ
い
見
せ
な
か

っ
た
）
、
そ

の
技
術
を
特
許
と
し
て
売
り
こ
み
、
最
後

に
は
軍
に
売
り
つ
け
た
の
で
あ
る
。
１
０

０
年
た

っ
た
現
在
、
軍
事
、
旅
行
に
航
空

機
が
い
か
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
か
、
説

明
の
必
要
は
な
い
。
ラ
イ
ト
兄
弟
の

″
偉

業
″
に
驚
い
た
当
時
の
人
々
は
、
５
０
０

人
も
の
人
間
を
乗
せ
た
巨
大
な
機
体
が
音

速
並
み
の
ス
ピ
ー
ド
で
世
界
中
を
飛
び
ま

わ
る
姿
な
ど
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
に
違

い
な
い
。

飛
ぶ
こ
と

へ
の
あ
こ
が
れ
に
限
ら
ず
、

「夢
」
は
い
っ
た
ん
実
現
さ
れ
る
と
、
科

学
技
術
の
進
歩
に
後
押
し
さ
れ
て
、
少
し

ず

つ
享
受
す
る
者
の
輪
を
広
げ
て
ゆ
き
、

や
が
て
ビ
ジ
ネ
ス
世
界
の

一
翼
を
担
う
よ

う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
南
北
両
極
点
に

立

つ
こ
と
は
、
長
い
問
、
人
類
の
夢
で
あ

っ
た
が
、
い
ま
で
は
航
空
機
や
原
子
力
砕

氷
船
に
よ
る
北
極
点
ツ
ァ
ー
、
南
極
点
ツ

ァ
ー
が
企
画
さ
れ
、
金
さ
え
払
え
ば
、
参

加
で
き
る
場
と
も
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
も
、
ま
さ
に
…
…
。

１
９
５
３
年
、
ヒ
ラ
リ
ー
と
テ
ン
ジ
ン

が
頂
上
に
登
り
つ
め
た
時
、
そ
れ
は
ま
さ

し
く
長
年
の

「夢
」
の
達
成
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
初
登
頂
か
ら
わ
ず
か
半
世
紀
の

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
を

一
言
で
解
説
す
る
な
ら

ば
、

５０
年
を
か
け
て
そ
こ
が
、
山
頂
に
立

ち
た
い
、
と
望
む
人
々
の

「夢
」
を
か
な

え
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
な

っ
た
、
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
そ
れ
を
可

能
に
し
た
の
は
、
効
率
の
良
い
酸
素
ボ
ン

ベ
を
は
じ
め
、
物
理
的
に
小
型

・
軽
量
化

し
た
装
備
の
数
々
、
そ
し
て
、
何
と
い
っ

て
も

「シ
ェ
ル
パ
」
と

一
般
的
に
呼
ば
れ

る
高
所
ガ
イ
ド
の
飛
躍
的
な
実
力
向
上
の

お
か
げ
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
会
社
を
つ
く

っ
て
仕
事

を
始
め
た
欧
米
の
登
山
家
た
ち
に
よ
る
商

業
公
募
隊
だ
け
に
及
ぶ
こ
と
で
は
な
い
。

一
般
の
登
山
隊
で
も
、
ほ
と
ん
ど
が
シ
ェ

ル
パ
の
力
を
あ
て
に
し
て
、
自
分
で
ル
ー

ト
を
切
り
開
く
登
山
者
は
少
な
い
。
２
０

０
３
年
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
も
、
結
局
は
そ

の
こ
と
の
証
明
に
尽
き
た
、
の
で
は
な
い

，つ
足
早
な
事
後
報
告
を
す
る
と
、
こ
の
５

月
、
登
頂
し
た
の
は
２
２
０
人

（数
字
は

速
報
な
の
で
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
）
と
、

初
め
て
２
０
０
人
を
越
え
る
最
多
記
録
と

な

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
ネ
パ
ー
ル
人
が
１

２
１
人
を
占
め
る
。
ひ
と
り
は
、

２８
歳
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
あ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
が
登
山
隊
を
助
け
る
シ
ェ
ル
パ
族
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
史
上
最
年
少
の

１５
歳
の
少
女
、
ミ
ン
キ
パ

ｏ
シ
エ
ル
パ
、

（ネ
パ
ー
ル
側
は
１６
歳
以
下
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
で
、
チ

ベ
ッ
ト
側
か
ら
登

っ

た
）
。
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
か
ら
頂
上
ま
で

「１０
時
間
５６
分
４６
秒
」
と

い
う
ス
ピ
ー
ド

登
頂
記
録
を

つ
く

っ
た
ラ
ク
パ

・
グ
ル

ー

・
シ

ェ
ル
パ

（３６
歳
）
、
そ
し
て
、

４３

歳
に
し
て

「登
頂
１３
回
」
の
記
録
を

つ
く

っ
た
ア
パ

ｏ
シ
ェ
ル
パ
ら
が
い
る
。

冬
季
登
攀
、
無
酸
素
登
頂
、
難
し
い
壁

ル
ー
ト

ヘ
の
挑
戦
な
ど
、
各
国
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
ニ
ス
ト
た
ち
が
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
き
た

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
登
山
史
の
中
で
、
登
頂

回
数
と
ス
ピ
ー
ド
記
録

（標
高
差
３
５
０

０
り川
を
１０
時
間
あ
ま
り
で
登
り
き
る
と
は
、

ほ
と
ん
ど
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
）
、
そ

れ
に
最
年
少
登
頂
な
ど
は
、
シ
ェ
ル
パ
に

し
か
で
き
な
い
、
独
特
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
だ
。
彼
ら
は
、
時
に
は
外
国
隊
の
メ

ン
バ
ー
と
な

っ
て
、
時
に
は
記
録
の
達
成

の
た
め
独
自
に
許
可
を
取
り
、
最
高
峰
に

向
か
う
の
だ
。

１
０
０
人
を
数
え
る
外
国
の
登
頂
者
の

中
で
、
日
本
隊
は
、
登
頂
１２
人
と
健
闘
し

た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
京
農
大
環
境

登
山
隊
だ
。
谷
川
太
郎
登
攀
隊
長
以
下
５

人
が
５
月
１０
日
、
ロ
ー
ツ
ェ

（８
５
１
６

眉
）
に
登
頂
、
そ
の
足
で
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

に
向
か
い
、

２２
日
に
谷
川
以
下
５
人
が
登

頂
を
果
し
た
。

そ
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
話
題
の
中
心

と
な

っ
た
感
の
あ
る
三
浦
雄

一
郎
。
山
頂

ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
６
人
を
は
じ
め

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
経
験
豊
か
な
シ
ェ
ル
パ
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ
が
、

７０
歳
に
し

て
８
０
０
０
厨
以
上
の
高
所
で
４
晩
過
ご

し
た
後
の
登
頂
は
、
見
事
と
い
う
し
か
な

い
。
高
所
に
長
時
間
滞
在
す
れ
ば
、
仮
に

(14)



山 697-2003・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

い
く
ら
酸
素
を
吸
え
た
と
し
て
も
、
衰
退

が
起
こ
る
こ
と
は
、
多
く
の
高
所
医
学
専

門
家
が
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
上
に
心
理
的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
て
く

る
プ

レ
ツ
シ
ャ
ー
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

７０
歳
の
三
浦
の
健
闘
ぶ
り
は
、
た
と
え

ば
、
５
月
２１
日
、
８
４
０
０
厨
の
キ
ヤ
ン

プ
で
の
日
記
か
ら
も
わ
か
る
。

〈我
々
は
今
、
チ

ョ
ー
オ
ュ
ー
山
頂
よ
り

２
０
０
厨
高
い
高
所
に
い
る
。
ほ
と
ん
ど

ビ
バ
ー
ク
状
態

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

（中
略
）
村
口

（注

・
徳
行
、
昨
年
女
性

の
最
高
齢
の
渡
辺
玉
枝
と
も
登

っ
て
い
る

４６
歳
の
山
岳
カ
メ
ラ
マ
ン
）
さ
ん
は
本
気

で
ど
う
や
っ
て
全
員
が
生
き
て
還
れ
る
か

心
配
し
始
め
た
。
も
う
、
ノ
ド
は
カ
ラ
カ

ラ
、
水
も
な
い
、
食
べ
る
も
の
は
な
い
、

わ
ず
か
に
あ
る
も
の
と
い
え
ば
、
テ
ン
ト

の
底
に
落
ち
て
い
る
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
か

り
ん
と
う
と
カ
ス
だ
け
。
僅
か
な
残
り
は

脱
出
用
に
と

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
〉そ

し
て
、
登
頂
当
日
。
父
子
は
、
な
ん

と
次
第
に
ペ
ー
ス
を
上
げ
、
何
人
か
を
追

い
抜
き
、
つ
い
に
は

″
登
頂
ラ
ッ
シ
ュ
″

に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。

〈南
峰
の
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
雪
と
氷
の
稜

線
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
近
い
登
り
が

始
ま
る
。
目
の
前
に
聟
え
て
い
た
ロ
ー
ツ

ェ
が
ど
ん
ど
ん
と
低
く
な

っ
て
い
く
。

と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
都
会
の
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ワ
ー
並
み
の
渋
滞
が
始
ま

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
急
斜
面
の
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
り

な
が
ら
、
５
分
、

１０
分
と
待

つ
こ
と
が
あ

っ
た
け
ど
、
８
５
０
０
～
８
６
０
０
と
標

高
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
動
け

な
い
状
態
の
人
た
ち
が
で
て
き
た
。　
一
本

し
か
な
い
ロ
ー
プ
、　
一
歩
で
も
踏
み
外
し

た
ら
命
は
な
い
〉

そ
し
て
、
登
頂
。

〈と
う
と
う
夢
に
見
た

エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂

上
に
た
ど
り
着
い
た
。
人
は
幾

つ
に
な

っ

て
も
、
夢
を
持

っ
て
目
標
を
た
て
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
の
諦
め
な
い

一
歩
づ
つ
、
登

り
続
け
れ
ば
と
う
と
う
世
界

一
の
頂
上
に

立
て
る
の
だ
。

７０
歳
と
７
ヶ
月
、
世
界
最

年
長
登
頂
、
人
間
は
年
を
と

っ
て
も
よ
い

こ
と
も
あ
る
〉

ヒ
ラ
リ
ー
の
時
代
に
較
べ
て
エ
ヴ

エ
レ

ス
ト
は
、
確
か
に
登
り
や
す
く
な

っ
た
で

あ
ろ
う
。
金
を
か
け
れ
ば
登
れ
る
さ
、
と

や
っ
か
む
声
が
聞
こ
え
な
い
で
も
な
い
。

し
か
し
、
そ
こ
は
依
然
、
死
の
世
界
だ
。

１
９
７
０
年
、
日
本
山
岳
会
隊
と
の
競
争

の
た
め

「登
頂
し
な
い
」
こ
と
を
条
件
に

サ
ウ
ス
コ
ル
か
ら
の
ス
キ
ー
滑
降
を
や
っ

て
の
け
た
三
浦
雄

一
郎
の
３３
年
後
の
登
頂

は
、
５
年
の
準
備
期
間
と
、
こ
の
チ
ー
ム

の
持

つ
す
ぐ
れ
た
人
間
性
に
よ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
同

時

に
、
「次
は
７１
歳
登
頂
…
」
と
い
う
よ

う
な
年
齢
記
録
を
考
え
る
人
が
い
れ
ば
、

そ
ろ
そ
ろ
控
え
目
に
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
気
が
す
る
。

さ
て
、
シ
ェ
ル
パ
で
あ
る
が
、
何
度
か

書
い
て
き
た
が
、
シ
ェ
ル
パ
は

「シ
ャ
ル

（チ

ベ
ッ
ト
語
で

「東
」
の
意
味
）
か
ら

来
た
人

（パ
）」
、
の
意
味
で
あ
る
。
当
初
、

彼
ら
は
と
く
に
登
山
に
優
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。

１６
世
紀
、
東
チ
ベ
ッ
ト

の
カ
ム
地
方
か
ら
ソ
ル

・
ク
ン
ブ
地
方
に

移
住
し
た
、
こ
の
敬
虔
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

徒
た
ち
が
初
め
て
登
山
を
体
験
し
た
の
は

１
９
２
０
年
代
。
イ
ギ
リ
ス
隊
が
エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
の
挑
戦
を
開
始
し
た
時
で
、
拠
点

は
イ
ン
ド
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
あ

っ
た
。
英

東
イ
ン
ド
会
社
が
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
開
発

し
た
こ
の
町
に
、
ソ
ル

・
ク
ン
ブ
の
シ
ェ

ル
パ
た
ち
は
、
当
初
交
易
や
建
築
の
仕
事

で
出
か
け
、
や
が
て
住
み
つ
き
、
シ
ェ
ル

パ
社
会
を
構
成
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

テ
ン
ジ
ン

・
ノ
ル
ゲ
イ
の
初
登
頂
を
き

っ
か
け
に
、
シ
ェ
ル
パ
社
会
か
ら
次
々
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
高
所
登
山
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

転
じ
る
者
が
出
た
。
高
所
で
の
辛
い
、
危

険
な
作
業
に
黙
々
と
あ
た
る
シ
ェ
ル
パ
た

ち
の
姿
に
敬
虔
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
で
あ

る
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
も
加
わ

っ
て

「力
強

く
、
従
順
な
」
と
い
う
感
動
的
な
形
容
詞

が
冠
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

別
な
見
方
を
す
る
と
す
れ
ば
、
シ
ェ
ル
パ

社
会
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
育
ち
、
広
が

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
半
世
紀
は
シ
ェ
ル
パ

が
英
国
人
に
育
て
ら
れ
た
時
期
か
ら
卒
業

し
、
い
ま
や
名
実
と
も
に

″
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

あ
る
じ
″
に
移
行
し
始
め
た
、
と
も
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
山
は
、

い
つ
さ
い
シ
ェ
ル
パ
に
頼
ら
な
い
登
山
、

高
所
助

っ
人
と
し
て
荷
揚
げ
な
ど
で
シ
ェ

ル
パ
の
力
を
あ
て
に
す
る
折
衷
派
、
す
べ

て
を
シ
ェ
ル
パ
に
任
せ
る

「連
れ
て
行

っ

て
登
山
者
」
に
明
確
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
ど
れ
で
あ

っ
て
も
、
登
山
の
経

緯
は
、
正
直
に
報
告
し
て
ほ
し
い
し
、
ま

た
、
正
当
な
評
価
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
思

う
。

ギ́ 甘́:

三浦隊もシェルパのお世話になった

(15)

・メ
ダ

″
謬

鶉鑽躙躙
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全
国
大
学
山
岳
部
会
議
開
催

平
成
１４
年
度
大
学
山
岳
部
会
議
が
３

月
２８
日
１８
時
３０
分
か
ら
法
政
大
学
市
ヶ

谷
キ
ヤ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
過
去
７
回
に
わ
た

っ
て

行
わ
れ
て
き
た
監
督
会
議
を
基
礎
と
し

て
、
今
回
は
現
役
学
生
や
コ
ー
チ
な
ど

も
交
え

「元
気
印
の
大
学
山
岳
部
全
員

集
合
」
と
題
し
、

２０
大
学
、

５０
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

内
容
は
、
明
治
大
学

「ド
リ
ー
ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
完
成
に
向
け
て
」
、
法

政
大
学

「新
入
部
員
獲
得
作
戦
」
、
信
州

大
学

「山
好
き
個
性
派
集
団
の
行
動
様

式
」
、
東
京
大
学

「個
性
を
伸
ば
す

″
自

由
主
義
″」
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
裏
付

け
る
各
大
学
代
表
者
の
発
表
と
意
見
交

換
が
あ
り
、
月
刊
岳
人
誌
で
大
学
山
岳

部
を
取
材
し
て
き
た
新
井
和
也
氏
の
講

演
な
ど
も
交
え
て
充
実
し
た
会
議
と
な

っ
た
。
〈参
加
〉
法
政
、
専
修
、　
一
橋
、

学
習
院
、
明
治
、
日
本
、
京
都
、
神
奈

川
、
東
京
農
業
、
明
治
学
院
、
中
央
、

千
葉
、
立
教
、
東
京
理
科
、
獨
協
、
慶

応
、
防
衛
、
信
州
、
東
京
、
國
學
院

（黒
川
　
恵
）

新
入
生
歓
迎
山
行

４
月
１２
日
か
ら
１３
日
に
か
け
て
、
奥

多
摩
氷
川
キ
ヤ
ン
プ
場
に
お
い
て
学
生

部
主
催
の
新
入
生
歓
迎
山
行
が
行
わ
れ

た
。
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
大
学
山
岳

部
に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
た
新
入
生
を
、

大
勢
の
学
生
で
迎
え
て
あ
げ
よ
う
と
い

う
、
学
生
部
初
の
試
み
で
あ
る
。

１２
日
０
の
夕
方
、
氷
川
キ
ヤ
ン
プ
場

に
１３
大
学
、

４０
人
の
学
生
が
集
ま

っ
た
。

当
初
は
テ
ン
ト
泊
を
計
画
し
て
い
た
が
、

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
ロ
ツ
ジ
を
借
り

切

っ
て
の
宴
と
な
る
。
全
員
で
作
り
上

げ
た
夕
食
を
囲
み
、
山
岳
部
の
魅
力
を

夜
が
明
け
る
ま
で
語
り
合

っ
た
。

１３
日
は
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

奥
多
摩
む
か
し
み
ち
を
歩
く
班
、
本
仁

田
山
を
往
復
す
る
班
、
氷
川
屏
風
や
御

岳
ボ
ル
ダ
ー
を
登
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、

各
々
が
新
緑
の
奥
多
摩
を
楽
し
ん
だ
。

本
年
度
学
生
部
第
１
回
目
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ

っ
た
が
、
予
想
以
上
の
た
く
さ

ん
の
参
加
者
に
、
幹
事

一
同
非
常
に
う

れ
し
い
限
り
で
あ

っ
た
。
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
催
し
て
い
き
た
い
と
思

う
の
で
、
さ
ら
な
る
多
数
の
参
加
者
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（学
生
部
委
員
長
　
和
田
　
岳
史
）

２
０
０
３
年
公
募
・歩
く
ス
キ
ー

４
月
Ｈ
日
０
よ
り
１３
日
０
の
２
泊
３

日
。
六
日
町
温
泉
国
際

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
を
宿
と
し
て
、
４
月
な
お
積
雪
３
μ川

を
越
す
奥
只
見
方
面
で
歩
く
ス
キ
ー
を

催
し
た
。
総
勢
２３
名
。
盛
会
で
あ

っ
た
。

歩
く
ス
キ
ー
に
参
加
し
て

４
月
Ｈ
日
。
午
後
１０
時
半
、
全
員
が

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
集
合
し
た
。
夜
も

遅
い
の
で
、
簡
単
な
自
己
紹
介
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
Ｈ
時
、
皆
明
日
を
楽
し
み
に

眠
り
に
就
い
た
。

１２
日
。
９
時
に
出
発
。
バ
ス
が
長
い

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
銀
世
界
と
な

る
。
３
ｖ
川
も
あ
る
雪
の
壁
を
縫

っ
て
道

が
続
く
。
そ
の
昔
銀
が
採
れ
た
こ
ろ
は

賑
わ

っ
て
い
た
と
い
う
銀
山
平
が
本
日

の
会
場
で
あ
る
。

１０
時
１０
分
、
北
又
川

下
流
を
思
い
思
い
に
滑
り
始
め
る
。
ト

ッ
プ
と
ラ
ス
ト
は
、
幹
事
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
固
め
て
く
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
は
本
当
に
自
由
に
そ
れ
ぞ

れ
の
滑
り
方
で
楽
し
め
る
の
が
い
い
。

な
ん
と
も
言
え
な
い
開
放
感
。
あ

っ
と

い
う
ま
に
時
間
は
た
ち
、

１２
時
２０
分
デ

ポ
地
に
戻

っ
て
昼
食
と
な
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
内
山
さ
ん
が
雪
の
大
テ

ー
ブ
ル
を
作

っ
て
待

っ
て
い
て
く
れ
た
。

山
菜
の
天
ぷ
ら
と
い
う
凝

っ
た
趣
向
だ
。

ヨ
モ
ギ
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
コ
ゴ
ミ
、
自

然
の
恵
み
満
載
。
暖
か
い
ご
飯
と
豚
汁
、

食
後
は
抹
茶
に
菓
子
つ
き
と
、
何
と
も

幸
せ
な
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
。

午
後
は
、
北
又
川
上
流
を
滑
る
。
雨

の
た
め
早
め
に
切
り
上
げ
、
別
行
動
の

温
泉
組
と
２
時
に
合
流
、
帰
途
に
つ
く
。

ω

山
げ
ら
の
会
は
年
に
１
度
だ
け
公
募
　
Ｈ

で
会
員
外
の
参
加
を
募
り
、
歩
く
ス
キ

ー
を
開
催
し
て
い
る
。
来
年
も
で
き
れ

ば
、
ぜ
ひ
ま
た
参
加
し
た
い
と
思

っ
て

い
る
。
　

　

　

　

　

（左
子
　
敦
子
）

１３
日
。
昨
夜
か
ら
の
雨
も
止
み
、
８

時
に
丸
山
ス
キ
ー
場
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
出
発
。
９
時
３０
分
リ
フ
ト
を
乗
り
継

ぎ
丸
山
頂
上
に
向
か
う
。
ボ
ー
ダ
ー
が

多
く
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
本
当
に
少
な
い
。

ユ
ー
ス
で
揃
え
て
く
れ
た
新
品
の
ス
キ

ー
は
具
合
が
良
く
快
適
。
誰
か
が

「や

っ
ば
り
道
具
だ
な
―
」
と
、
私
も
全
く

同
感
で
あ
る
。
頂
上
に
着
い
て
も
濃
霧
。

晴
れ
て
い
れ
ば
眼
下
に
銀
山
湖
、
正
面

困
嶽
一鼎
鼎
一̈
一
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に
隧
岳
、
至
仏
岳
、
平
ヶ
岳
、
荒
沢
岳

と
内
山
リ
ー
ダ
ー
が
説
明
し
て
く
れ
る

が
、
山
影
す
ら
見
え
な
い
。

参
加
者
２３
名
を
雪
原
組
と
樹
林
組
の

２
班
に
分
け
て
行
動
開
始
。
雪
の
樹
林

帯
を
無
心
に
歩
く
。
霧
は
ま
す
ま
す
濃

く
な
り
、
少
し
離
れ
る
と
前
を
行
く
人

を
見
失
い
そ
う
に
な
る
。
二
本
目
の
リ

フ
ト
乗
り
場
に
や
っ
と
下
り
て
き
て
、

魚
沼
こ
し
ひ
か
り
の
お
い
し
い
お
に
ぎ

り
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
少
し
青
空
が
見

え
て
く
る
。

１２
時
５０
分
に
下
山
開
始
。

天
候
が
良
く
な
れ
ば
体
も
軽
く
な
る
の

か
、
林
間
を
思
い
思
い
に
滑
降
し
て
ゆ

く
。
駐
車
場
で
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
に
お
菓

子
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
戻
る
と
内
山

リ
ー
ダ
ー
夫
人
お
手
製
の
お
汁
粉
に
シ

フ
オ
ン
ケ
ー
キ
。
い
た
れ
り
つ
く
せ
り

に
、　
一
同
感
謝
感
激
。
春
の
雪
山
を
歩

き
、
温
泉
で
ゆ

っ
く
り
と
汗
を
流
し
、

流
れ
解
散
と
な

っ
た
。

今
回
公
募
に
よ
る
参
加
で
不
安
の
か

た
ま
り
だ

っ
た
の
が
信
じ
ら
れ
な
い
く

ら
い
に
、
気
が
つ
く
と
溶
け
込
ん
で
し

ま

っ
て
い
た
。
幹
事
役
の
皆
さ
ん
、
現

地
協
力
者
と
し
て
支
え
て
く
だ
さ

っ
た

越
後
支
部
の
吉
田
理

一
さ
ん
と
、
新
潟

か
ら
参
加
の
百
崎
さ
ん
に
心
か
ら
の
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
　

　

　

（渡
部
　
温
子
）

日
本
百
名
山
写
真
展
開
催

小
倉
　
厚

本
年
は
、
『日
本
百
名
山
』
の
著
者

で
本
会
の
元
副
会
長
だ

っ
た
深
田
久
弥

（会
員
番
号
１
５
８
６
）
の
生
誕
１
０

０
年
に
あ
た
る
。

出
身
地
加
賀
市
大
聖
寺
で
は

「深
田

久
弥
　
山
の
文
学
館
」
（注
）
も
オ
ー
プ

ン
し
多
彩
な
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
東
京
で
も

渋
谷
の
東
急
東
横
店
特
設
会
場
で

「日

本
百
名
山
写
真
展
」
を
開
催
し
た
。
期

間
は
５
月
１５
日
か
ら
２０
日
ま
で
。

こ
の
写
真
展
に
は
日
本
山
岳
会
も
共

催
し
て
お
り
、
開
会
式
に
は
大
塚
博
美

会
長
も
出
席
、
大
勢
の
報
道
陣
の
見
守

る
な
か
、
森
喜
郎
衆
院
議
員
、
若
林
幸

子
加
賀
市
議
会
議
長
に
次
い
で
祝
辞
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
深
田
久
弥
氏
の
甥

深
田
勝
弥
氏
、
山
の
文
化
館
館
長
高
田

宏
氏
と
主
催
者
で
あ
る
大
幸
甚
加
賀
市

長
を
加
え
、
盛
大
な
拍
手
の
う
ち
に
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
実
施

の

「深
田
久
弥
日
本
百
名
山
写
真

コ
ン

テ
ス
ト
」
の
優
秀
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
春

夏
秋
冬
の
四
季
に
分
け
百
数
十
点
を
展

示
し
て
い
る
ほ
か
、
プ

ロ
写
真
家
な
ど

に
よ
る

「百
名
山
の
美
」
の
特
大
パ
ネ

ル
も
数
十
点
飾
ら
れ
、
ま
さ
に
写
真
に

よ
る
日
本
山
岳
美
の
殿
堂
の
感
が
あ

っ

た
。
ま
た
会
場
の
ひ
と
隅
に
は
遺
品
や

山
岳
図
書
、
地
元
加
賀
市
観
光
物
産
の

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、

１０
時
の
開
店

と
同
時
に
観
客
は
会
場
に
あ
ふ
れ
る
ほ

ど
に
な
り
、
じ

っ
く
り
と
鑑
賞
も
で
き

な
い
ほ
ど
の
満
員
の
盛
況
と
な

っ
た
。

と
く
に
開
会
初
日
と
あ

っ
て
、
午
前

中
に
は
先
ほ
ど
の
高
田
宏
氏
と
午
後
か

ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
元
講
師
の
岩
崎
元
郎
氏
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。
す

で
に
開
会
前
よ
り
熱
心
な
深
田
フ
ァ
ン

の
中
高
年
登
山
者
と
く
に
女
性
登
山
者

の
聴
衆
が
つ
め
か
け
文
字
通
り
立
錐
の

余
地
の
な
い
ほ
ど
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
、
批
判
も
あ
ろ
う

が
、
こ
の
状
況
を
見
る
限
り
、
改
め
て

『日
本
百
名
山
』
の
人
気
の
根
強
さ
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

（注
）
「深
田
久
弥
　
山
の
文
化
館
」

〒
９
２
２
１
０
０
６
７
　
加
賀
市
大
聖

寺
番
場
町
１８
　
ＴＥＬ
０
７
６
１
１
７
２
１

３
３
１
３

開会式でのテープカット

東
西
南
北

イラス ト・宇都木慎一

蝿
予
卜

′

鱚

(

%〕ざむLAS TRIIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ

ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

曇嚢アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐∞08東京都新宿区三栄町23 TEL03‐ 3341‐0030

大阪/〒 540‐ 0012大 阪市中央区谷町3-4-5中 央谷町ビル501号  TEL 06‐ 6946‐ 9111

名古屋/〒 464‐ 0807名古屋区千穂区東山通り5-113オ ークラビル6F TEL052‐ 788‐ 2422
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屁

躙

颯

４
月
理
事
会

日
時
　
４
月
９
日
因
１８
時
３０
分
～
２０
時

４０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
長
尾
、
村
井

各
副
会
長
、
西
村
、
坂
井
、
今
村
、
高

原
、
朴
元
、
鳥
居
、
藤
本
、
高
遠
、
鈴

木
、
河
西
、
大
野
、
宮
下
、
小
川
、
中

村
、
黒
川
、
松
原
各
理
事
、
古
市
、
内

田
各
監
事
、
平
林
、
宮
崎
、
宇
田
川
、

鯵
坂
各
常
任
評
議
員

［委
任
］

芳
賀
副
会
長

【審
議
事
項
】

１
　
平
成
１４
年
度
事
業
報
告

（案
）
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

別
添
資
料
に
よ
り
提
案
が
あ

っ
た
。

（承
認
）

２
　
平
成
１４
年
度
収
支
決
算
報
告

（案
）

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

別
添
資
料
に
よ
り
提
案
が
あ

っ
た
。

な
お
、
監
査
を
４
月
１４
日
受
け
、

１９
日

の
評
議
員
会
に
諮
る
。

併
せ
て
、
１
、
２
号
案
件
議
事
録
の

署
名
人
を
、
藤
本
慶
光
、
高
原
三
平
の

両
理
事
と
し
た
。
　

　

　

　

（承
認
）

３
　
岩
手
、
広
島
各
支
部
長
改
選
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

次
の
と
お
り
新
支
部
長
改
選
申
請
が

あ

っ
た
。

（岩
手
支
部
）
菊
池
　
修
身

・
会
員
番

号
６
２
７
５

（広
島
支
部
）
種
村
　
重
明

・
会
員
番

号
６
９
５
３
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

そ
の
他
役
員
等
の
変
更
に
つ
い
て
も

別
紙
の
と
お
り
報
告
さ
れ
た
。

【報
告
事
項
】

１
　
３
月
２９
日
開
催
の
評
議
員
会
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

以
下
の
と
お
り
報
告
が
あ

っ
た
。

①
平
成
１５
年
年
度
事
業
計
画

（案
）
、

収
支
予
算

（案
）
は
了
承
さ
れ
た
。

②
平
成
１５
、

１６
年
度
理
事

・
評
議
員
の

改
選
に
つ
い
て
、
３
月
１２
日
の
理
事
会

承
認
案
が
了
承
さ
れ
た
。

③
平
成
１５
、

１６
年
度
会
長

・
副
会
長

ｏ

監
事
の
改
選
に
つ
い
て
、
監
事
候
補
は

素
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
た
が
、
会
長

・

副
会
長
に
つ
い
て
は
候
補
者
を
絞
り
こ

め
な
か
っ
た
。
拡
大
常
務
理
事
会
を
開

催
の
う
え
再
度
評
議
員
会
に
か
け
る
。

④
規
定
類
で

「名
誉
会
員
推
薦
等
に
関

す
る
内
規
」
、
「外
国
人
名
誉
会
員
推
薦

内
規
」
が
改
正
さ
れ
た
。

２
　
写
真
掲
載
、
名
義
後
援
等
の
依
頼

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

以
下
の
依
頼
に
対
し
て
承
認
し
た
。

●
朝
日
新
聞
社
よ
り

「朝
日
ビ
ジ

ュ
ア

ル
シ
リ
ー
ズ
　
日
本
遺
産
」
第

３６
号

「立
山

・
黒
部
渓
谷
」

（６
月
発
刊
）
で

掲
載
す
る

「冠
松
次
郎
と
案
内
人
」
の

写
真

●
富
山
県
立
山
博
物
館
よ
り
、
当
館
所

蔵
用
に
別
宮
貞
俊
氏
制
作
の
フ
イ
ル
ム

「黒
部

の
秋
」
、
「真
川
よ
り
黒
部
川

・

剣
沢
入
り
」
の
複
製
作
成

（当
会
フ
イ

ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
を
窓
日
と
す
る
）
。

●
岩
橋
崇
至
会
員
よ
り
、
岩
橋
崇
至
写

真
展

「北
ア
ル
プ

ス
讃
歌
」

（文
部
科

学
省

「子
供
と
話
そ
う
」
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
賛
事
業
）

へ
の
名
義
後
援

３
　
平
成
１５
年
度
通
常
総
会
の
開
催
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

標
記
を
、
平
成
１５
年
５
月
１７
日
０
１４

時
よ
り
東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
水
道
橋

で
開
催
す
る
。
今
月
下
旬
に
案
内
を
発

送
、
併
せ
て
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念

募
金
の
お
願
い
を
今
年
よ
り
３
年
間
実

施
す
る
（毎
年

一
人
３
０
０
０
円
ず

つ
）
。

４
　
文
部
科
学
省
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
に

よ
る
実
地
検
査

（監
査
）
に
つ
い
て西

村

３
月
２５
日
、
標
記
、
同
課
近
藤
秀
樹

氏
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
重
要
指
摘
は

な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
と
指
導
が
あ

っ
た
。

な
お
、
今
回
の
検
査
は
１３
、

１４
、

１５
年

度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
も
の
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
は
実
施
さ
れ

な

い
（村
井
副
会
長
、
西
村
、
藤
本
各

理
事
が
立
合
う
）
。

５
　
国
際
山
岳
年
日
本
委
員
会
総
括
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
遠

４
月
８
日
、
国
連
大
学
ホ
ー
ル
で
総

括
フ
ォ
ー
ラ
ム

「山
や
ま
の
未
来
を
」

が
、
４
月
１９
、

２０
日
日
本
大
学
文
理
学

部

で
ク

ロ
ー
ジ

ン
グ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「我
ら
み
な
、
山

の
民
」
を
開
き
じ
め

く
く
り
と
す
る
。

６
　
第
６
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

７
月
３１
日
よ
り
、
本
年
度
の
推
薦
を

受
け
付
け
る
。
な
お
、
今
年
よ
り
副
賞

金
額
を
３０
万
円
と
す
る

（今
ま
で
は
２０

万
円
）
。

７
　
支
部
行
事
等

へ
の
参
加
予
定
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

支
部
総
会

へ
の
出
席
予
定
は
以
下
の

通
り
と
す
る
。

４
月
１２
日
　
岐
阜

（村
井
副
会
長
）
、

山
梨

（芳
賀
副
会
長
）
、
山
陰

（長
尾

副
会
長
）
、

１９
日
東
海

（今
村
常
務
理

事
）
、

２０
日
信
濃

（西
村
常
務
理
事
）

今
年
も

ゃ
√
Ｌ
ＥＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
ょ
う
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８
　
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
登
山
許
可
交

渉
派
遣
に
つ
い
て
　
　
　
村
井
副
会
長

１
０
０
周
年
記
念
事
業
海
外
登
山
予

定
の
同
峰
の
登
山
許
可
交
渉
に
、
３
月

３１
日
よ
り
５
日
間
、
吉
永
評
議
員
を
ブ

ー
タ
ン
に
派
遣
し
た
。

９
　
同
好
会
登
録
報
告
に
つ
い
て

高
原

「同
好
会
規
定
」
に
よ
り
以
下
の
２
グ

ル
ー
プ
よ
り
登
録
申
請
が
あ
り
、
当
会

同
好
会
と
し
て
承
認
し
た
。
「休
山
会
」

「９７
同
期
会
」

な
お
、
現
在
２３
の
同
好
会
が
登
録
済
。

１０
　
各
委
員
会
報
告

（今
月
よ
り
新
た

な
委
員
会
名
と
す
る
）

総
務
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原

支
部
長
会
議
を
、
５
月
１７
日
０
１０
時

３０
分
よ
リ
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

ま
た
前
夜
の
１６
日
０
１９
時
よ
り
同
ホ
テ

ル
の
近
く
の
料
理
屋
で
支
部
長
懇
談
会

を
開
催
す
る
。
役
員
の
参
加
を
望
む
。

財
務
委
員
会
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

３
月
末
で
、
１
年
前
よ
り
会
員
数
減

が
４２
名
生
じ
た
。
こ
れ
は
初
め
て
の
ケ

ー
ス
だ
。
物
故
者
も
多
い
が
、
除
籍
者

が
多
い
。
新
入
会
員
を
確
保
し
な
け
れ

ば
財
政
的
に
厳
し
く
な
る
。

会
報
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
　
今
村

４
月
号
は
、
平
成
１４
年
度
の
海
外
登

山
基
金
助
成
３
隊

（東
海
支
部
ロ
ー
ツ

ェ
南
壁
、
明
大
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
、

東
農
大
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

・
ロ
ー
ツ
ェ
）

の
計
画
が
ト
ッ
プ
記
事
。

海
外
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村

●
」”
り
”
Ｄ
①
∽
①
＞
一リ
ヨ
①
Ｚ
①
ヨ
∽
次
号
は

５
月
発
行
予
定
。

●
Ａ
Ａ
Ｊ
の
１
９
２
９
年
か
ら
の
記
録

の
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

自
然
保
護
委
員
会
　
　
　
　
　
　
河
西

●

「高
尾
の
森
」
第
３
回
植
樹
祭
を
、

４
月
１３
日
０
１０
時
よ
り
開
催
す
る
。
出

席
予
定
者
は
３
０
０
人
を
超
え
る
。

●

「高
尾
の
森
」
通
信
９
号
発
刊
。

事
業
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
元

カ
ン
グ
リ

・
シ
ャ
ー
ル
シ
ニ
ア
登
山

隊
Ｈ
名

（平
均
年
齢
６１
歳
）
は
、
４
月

１５
日
出
発
、
登
頂
予
定
は
５
月
中
頃
。

支
援
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
隊
は
６
名
の
予
定
。

山
岳
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
　
高
遠

来
月
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
変
更
は

あ
る
が
、
予
定
メ
ン
バ
ー
で
、
編
集
長

を
決
め
て
編
集
作
業
に
は
い
る
。

Ｈ
　
そ
の
他

①
①
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

（橋
本
龍

太
郎
会
長
）
の
設
立
発
起
総
会
が
４
月

１４
日
開
催
さ
れ
る
。
会
長
代
行
で
鳥
居

理
事
が
出
席
予
定

（当
協
会
は
、
①
日

本
ア
ル
パ
イ
ン

・
ガ
イ
ド
協
会
と
日
本

山
岳
ガ
イ
ド
連
盟
が
合
体
し
た
も
の
）。

②

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登
頂
５０
周
年
に
因
ん

で
、
当
会
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
つ
い
て

の
取
材
が
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
よ
り
あ
り
、

平
林
常
任
評
議
員
が
対
応
す
る

（５
月

Ｈ
日
掲
載
予
定
）
。

③
環
境
省
よ
り
、
平
成
１５
年
度

「環
境

の
日
」

（６
月
５
日
）
お
よ
び

「環
境

月
間
」

（６
月
１
日
よ
り
３０
日
ま
で
の

１
か
月
間
）
を
設
け
、
そ
し
て
環
境
保

全

へ
の
啓
蒙
、
実
施
の
協
力
依
頼
が
あ

つ
た
。

■
会
員
異
動

物
故

熊
木
貞
夫

（６
４
６
１
）

米
澤
典
之

（６
０
２
２
）

安
達
久
美
子

（１
１
８
６
０
）
↓
野
嶋

03 03

3 3

9 6

林
　
雄
吾

村
上
　
厳

飯
野
　
亨

美
坂
哲
男

（１
８
８
５
）

（２
５
２
８
）

（４
４
６
７
）

（４
９
３
７
）

上
じ
△
〓

田
島
　
祐

一

岸
田
　
幸
雄

森
山
　
　
稔

緒
方
　
　
裕

岩
崎
　
恒
雄

橋
本
千
鶴
子

熊
谷
　
隆
俊

高
木
　
敏
朗

改
姓

（４
４
０
５
）

（８
８
１
０
）

（８
７
８
４
）

（８
８
２
２
）

（１
０
５
５
２
）

（１
１
３
７
９
）

（１
１
６
３
２
）

（１
１
６
８
２
）

静
　
岡

東
九
州

03

4

30

03

4

24

03

4

20

03

3

23

岐 青

阜 森

ユングフラウヨッホにいちばん近い村、ウエンゲンの

家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  /無
お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 」文山

｀

罹文込
プ.ユングフラウのよく見えるお部屋を    』覇「

`'♂愕騨臨

優先的にご提供。        ■帆 C`lgerWQ｀ 6こゞ

2.民族料理フォンデューを

ご滞在中の夕食に1回ご用意。

3.アルプスウェイ駐在員による

1日 の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオ…ナー、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント。

あなたのスイス旅行を、このホテルアイガー滞在を組み入れてご用意します。

3軍就:アルノヌウェイ
h‖ p:〃www.fe‖ ow‐traveLco.ipノ

〒150‐0043東京都渋谷区道玄坂2‐ 16‐8ビジネスヴィップ渋谷ビル4F

Tlel.(03)5489口 9541 Fax.(03)5489口 6300
e‐mail a:psway@fe‖ ow口 traveLco口,p

〒530‐0002大 阪府大阪市北区曽根崎新地2‐3‐13若杉大阪駅前ビル6F

Tlel.(06)6347口 8984 Fax.(06)6347‐ 8986
e■■ai1 0Saka@fe!:OW■ raVei口 00・ ip

主催:株式会社フェロ … トラ ベ ル i◎|:樵鼎 腰鮮

A鵬路ふ
Ⅵ′蠍:

国土交通大臣登録旅行業664号  協賛 :ウ ェンゲン観光局・ツェルマット観光局 後撮 :ス イス政府観光局
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イラスト・宇都木慎一

◆

「気
象
講
座
」
　
　
　
科
学
委
員
会

恒
例
の
夏
山
を
前
に
し
た
気
象
講
座
。

講
師
　
城
所
邦
夫
会
員

（元
日
本
気
象

協
会
）

日
時
　
７
月
３
日
ω
ｌ８
時
３０
分
～
２０
時

会
場
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
登
山
の
常
識

（第
２
回
）

「山
の
救

急
法
講
習
と
高
山
植
物
観
察
」

指
導
委
員
会

万

一
事
故
に
遭

っ
た
と
き
の
た
め
に
。

高
山
植
物
講
師
も
同
行
の
自
馬
岳
。

日

程

　

７

月

２５

日

０

　

１３

時

３５

分

Ｊ

Ｒ

白
馬
駅
集
合
。
自
馬
尻

（泊
）
。

２６
日
０
　
大
雪
渓
か
ら
自
馬
山

荘

（泊
）
。

２７
日
０
　
蓮
華
温
泉
へ
下
山
後

解
散
。

費
用
　
２
５
０
０
０
円

（バ
ス
代
、
山

小
屋
２
泊
４
食
代
、
保
険
料
）

内
容
　
山
の
救
急
法
、
手
当
の
基
本
、

外
傷
、
打
撲
、
捻
挫
、
骨
折
、

搬
送
法
及
び
高
山
植
物
の
同
定
。

講
師
　
恵
秀
彦
会
員

（日
赤
救
急
法
指

導
員
）
、
中
村
至
伸
会
員

（山

岳
写
真
家
）

定
員
　
１５
名

申
込
み
　
７
月
５
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で

黒
川
恵
宛

（〒
１
６
１
‐
０
０

３
１
　
新
宿
区
西
落
合
１
‐
７

‐
１４
）

＊
申
込
者
に
は
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
２
０
０
３
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

岐
阜
支
部
と
共
催
で
、
下
呂
温
泉
と

乗
鞍
岳
に
て
開
催
、
懇
親
会
あ
り
。

期
日
　
１０
月
１２
日
０
、

１３
日
ω

日
程
　
１２
日
　
ホ
テ
ル
パ
ス
ト
ウ
ー
ル

（下
呂
温
泉
）
に
集
合
、
９
時

開
会
、
支
部
報
告
、
テ
ー
マ
報

告
、
討
論
、
夜
懇
親
会

１３
日
　
乗
鞍
岳
ほ
か
登
山
　
夕

方
解
散

テ
ー
マ

「環
境
保
全
と
登
山
の
あ
り
方

を
考
え
る
」

費
用
　
１
８
０
０
０
円

（１
泊
４
食
）

オ
プ
シ
ョ
ン
　
Ｈ
日
　
下
呂
御
前
プ
レ

山
行
。
前
泊
も
受
付

（別
途
１

泊
２
食
１
２
０
０
０
円
）

申
込
み
　
７
月
１５
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

メ
ー
ル
で
川
越
尚
子
宛

（〒
１

８
５
‥
０
０
１
１
　
国
分
寺
市

本
多
３

‐
７
‥
３１
　
メ
ー
ル

π
”ヨ
”
∞
ｏ
ユ
”
の
◎
ヨ
■
σ
一咀
ｏ
σ
①
・

コ
①
・』．り
）

＊
申
込
者
、
希
望
者
に
は
詳
細
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
桧
枝
岐

・
尾
瀬

自
然
保
護
委
員
会

・
緑
爽
会
後
援

「自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
」
主
催
の
恒
例
集
会
。

期
日
　
８
月
２２
０
～
２４
日
０

場
所
　
会
津
桧
枝
岐
村
、
尾
瀬
周
辺

費
用
　
２
５
０
０
０
円

（チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
利
用
の
場
合
は
別
途
１
０

０
０
０
円
）

日
程
　
２２
日
　
桧
枝
岐
村

「武
田
久
吉

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
」
見
学
後

交
流
集
会
第
１
部
①
コ
ン
サ
ー

ト
②
演
劇

「山
月
記
」
③
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

「い
ま
、
尾
瀬
の
父

ｏ
武
田
博
士
を
考
え
る
」
武
田

澄
江
、
林
静
枝
、
星
広
人
、
土

橋
進

一
、近
藤
信
行
、国
見
利
夫

宿
泊

・
御
池
ロ
ッ
ジ
に
て
会
食

後
交
流
集
会
第
２
部
を
予
定

２３
日
　
①
会
津
駒
ヶ
岳
登
山
（桧

枝
岐
泊
）
②
隧
岳
登
山
（尾
瀬

泊
）③
尾
瀬
縦
断
④
沼
山
―
三

平
峠
⑤
沼
山
―
戸
倉
宿
舎

・
ロ

ッ
ジ
長
蔵
に
て
会
食
後
、懇
親
会

２４
日
　
マ
イ
カ
ー
参
加
者
除
く

全
員
が
戸
倉
に
集
合
、
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
解
散

申
込
み
　
７
月
２０
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
近
藤
緑
宛

（〒
１
６

７

‥
０
０
４
２

杉
並
区
西
荻

北
２
‐
１０
‥
５
０
２
ＴＥＬ
・Ⅲ
０

３
‥
３
３
９
５
‐
０
３
２
６
）

◆
奥
日
光

・
光
徳
懇
親
例
会
　
九
五
会

旧
９５
同
期
会
員
中
心
に
結
成
さ
れ
た

九
五
会
。
翌
日
は
太
郎
山
登
山
を
予
定
。

日
程
　
７
月
１２
日
０
、

１３
日
０

集
合
　
学
習
院
光
徳
小
屋
１２
日
１７
時

会
費
　
７
０
０
０
円

申
込
み
　
７
月
１
日
ま
で
に
氏
名
、
会

員
番
号
、年
齢
、連
絡
先
を
明
記
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し
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
阿
世

知
義
幸
宛

（〒
１
８
７

‐
０
０

０
４
　
小
平
市
天
神
町
２

‐
２

０
６
‐
１
‐
４
０
１
、

ＴＥＬ
・
Ш

０
４
２
‥
３
４
４
！
５
７
７
８
）

◆
八
幡
平
～
裏
岩
手
連
峰
縦
走

東
北
の
山
シ
リ
ー
ズ
③
　
　
山
遊
会

静
か
な
裏
岩
手
の
山
域
を
岩
手
支
部

の
及
川
氏
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時
　
７
月
２６
０
、

２７
日
０

集
合
　
９
時
３０
分
盛
岡
駅
北
口

（６
時

５６
分
東
京
発
こ
ま
ち
１
号
）

コ
ー
ス
　
茶
臼
岳
―
源
太
森
―
八
幡
沼

―
陵
雲
荘
（泊
）―
モ
ッ
コ
岳
―

大
深
山
―
三
石
山
―
松
川
温
泉

申
込
み
　
ハ
ガ
キ
で
辻
橋
明
子
宛

（〒

１
５
３
１
０
０
５
３
日
黒
区
五

本
木
ｌ
ｉ
３５
‥
１２
‐
１
０
１
）

参
加
条
件
　
自
炊
具
、
シ
ュ
ラ
フ
な
ど

持

っ
て
１
日
９
時
間
歩
け
る
方

＊
非
難
小
屋
泊
り
に
つ
き
人
数
制
限
あ

り
。
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
者
に
は
計
画
書
を
送
り
ま
す
。

◆
早
池
峰

・
兜
明
神
岳
親
睦
山
行

０２
同
期
会

ハ
ヤ
チ
ネ
ウ
ス
ュ
キ
ソ
ウ
を
見
て
温

泉
に
入
る
山
旅
で
す
。

期
日
　
７
月
１９
０
、

２０
日
０

集
合
　
新
幹
線
盛
岡
駅
北
ロ
ー０
時
３０
分

行
程
　
１９
日
　
盛
岡
駅

（貸
切
バ
ス
）

―
兜
明
神
岳
往
復
―
休
暇
村
岩

手
―
網
張
温
泉
泊

２０
日
　
網
張
温
泉
真

（迫
町
―

小
田
越
登
山
ロ
ー
早
池
峰
山

往
復
―
東
和
町

（温
泉
入
浴
）

―
花
巻
駅

（解
散
）

現
地
案
内
　
西
村
幸
雄

（０２
同
期
会
）

費
用
　
２
５
０
０
０
円

（バ
ス
、
懇
談
、

宿
泊
代
含
む
）

申
込
み

ｏ
問
合
せ
　
向
田
吉
彦
ま
で
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
限
る

（０
４
８

‥
７
６

８

‐
１
８
４
６
）

◆
山
本
茂
富
個
展

「古
都
逍
遥
」

会
期
　
６
月
３０
０
～
７
月
５
日
０

時
間
　
９
時
３０
分
～
１７
時
３０
分

（初
日

は
１３
時
開
館
、
最
終
日
は
１５
時

３０
分
閉
館
）

会
場
　
山
手
イ
タ
リ
ア
庭
園
内
の
洋
館

「ブ
ラ
フ
ー８
番
館
」

（ＴＥＬ
０
４
５

１

６

６

２

‥

６

３

１

８

◆
松
田
敏
男
個
展

「山
の
版
画
展
」

山
の
版
画
集

「光
る
山
山
」
出
版
記
念

会
期
　
７
月
８
の
～
２０
日
国
（１４
日
体
）

時
間
　
１２
～
２０
時

会
場
　
平
安
画
廊

（京
都
市
中
京
区
寺

町
三
条
上
ル
　
ＴＥＬ
０
７
５
‐
２

３
１
‥
０
６
９
４
）

◆
第
５
回
日
本
山
岳
画
協
会
　
大
町
展

会
期
　
７
月
１２
０
～
８
月
３１
日
０

時
間
　
９
～
１７
時

会
場
　
大
町
山
岳
博
物
館

（ＴＥＬ
０
２
６

１

‐
２
２

‐
０
２
１
１
）

入
館
料
　
大
人
４
０
０
円
、
高
校
生
３

０
０
円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

（３０
名
以
上
は
各
５０
円
引
）

■
■
□
回
団

４

月

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

８

日
5

日

1411 10 9
日 日 日 日

17

日
16

日

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ
　
０２
同
期
会

自
然
保
護
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

海
外
委
員
会
　
０１
同
期
会

常
務
理
事
会

総
務
委
員
会
　
フ
イ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

山
の
自
然
学
研
究
会

財
務
委
員
会

評
議
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

００
同
期
会

臨
時
評
議
員
会
　
山
研
運
営
委

員
会
　
三
水
会

科
学
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
フ

オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

23 22 21 19
日 日 日 日

24
日

30 28■
訂
正
　
５
月

（６
９
６
）
号
１４
ペ
ー

ジ
ー
段
、
短
歌
の
作
者

・
永
嶺
麗
子
氏

は
永
峯
麗
子
氏
の
間
違
い
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〓
編
集
後
記
〓

●
平
山
新
会
長
の
も
と
、
執
行
部
が
発

足
し
ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周
年
に
向

け
て
具
体
的
な
活
動
方
針
も
固
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
募
金
活
動
の
方
も
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

（今
村
）

日日

評
議
員
会

資
料
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
九
五
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

集
会
委
員
会
　
９７
同
期
会
　
山

遊
会

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

マ
ナ
ス
ル
の
会４

月
来
室
者
５２８
人
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